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　このたび，本学津島地区の農学部構内で1983年度におこなった調査の成果を構内遺跡発掘調
査報告第2冊として刊行することになりました。
　対象となった遺跡は，縄文時代の終り頃から弥生時代にかけての遺構・遺物を主としたもの
で，先に第1冊として報告した文・法・経済学部構内の小橋法目黒遺跡とともに，津島地区キャ
ンパスの相当広域な部分に遺跡のひろがる可能性を示したものとして，重要です。津島キャン
パスの周辺には，弥生時代の水田遺構を含む遺跡として著名な史跡津島遺跡があります。また
最近においても，運動公園周辺で弥生時代から古代・中世にいたる水田遺構が何枚も重複して
発見されています。本学津島地区キャンパスには，こうした周辺の遺跡のあり方からみると，
きわめて重要な遺構・遺物の埋没が予想され，本調査報告にもその片鱗をうかがうことができ
ます。
　農学部構内での発掘調査には埋蔵文化財調査室があたりましたが，発足後まもない時期で体
制がととのっておらず，また医学部構内鹿田遺跡の発掘と平行して調査を進めなければならな
いという条件も加わりました。さまざまな困難を克服しつつ調査を指導された前調査室長近藤
義郎教授をはじめ，調査員の諸氏とくに学外から調査に加わられた方がたの御苦労に対し，あ
らためて敬意を表したいと思います。また施設設定委員会埋蔵文化財保護対策検討専門委員会
および施設部をはじめとする事務局の各位から御支援，御協力をいただくことができました。
深くお礼申しあげる次第です。
　あらためていうまでもないことですが，建設工事にともなう発掘調査が増えることは，文化
財の保護という点からみれば，決して好ましいことではありません。この種の発掘の回数が増
加するにつれ，事前の発掘調査さえすませばどこにおいても建設工事は可能だという安易な考
えがでてくるとすれば，大へんなことです。本書が，学術資料として広く活用されることを期
待しますとともに，あわせて本学において，施設建設等にあたって埋蔵文化財を破壊から守る
ためにさまざまな創意や工夫をおこなう資料としても役立つことを，切に願うものです。
埋蔵文化財調査室長
　　　　稲　田　孝　司
12
3
4
5
6
7
8
例 口
本書は岡山大学埋蔵文化財調査室が1983年度（1983年11月14日～22日，1984年1月9日～
3月5日）に実施した岡山大学津島地区排水基幹整備工事にともなう岡山市津島中一丁目
岡山大学農学部構内の合併処理槽埋設予定地および排水管埋設予定地の発掘調査報告書で
ある。今回の調査区は岡山大学津島地区構内座標ではBE14・18区，　BFl7・18区，　BG
l4区，　BHI3～15区に位置する。
本学津島地区には試掘調査の結果からほぼ全域にわたって遺跡が散在することが推定され
るため，今回の調査区を含めて本地区内の遺跡を岡山大学津島地区遺跡群と総称する。先
に発行した『岡山大学津島北地区小橋法目黒遺跡（AW14区）の発掘調査』（岡山大学構
内遺跡発掘調査報告　第1集）を『岡山大学津島地区遺跡群の調査』1とし，本報告を『同』
霞とする。
調査の概要はr岡山大学構内遺跡調査研究年報』1においてすでに報告しているが，本報
告との相違がある場合，本報告をもって訂正したものとする。
遺構・遺物の実測は青木進治郎，家田淳一，池上博，小池伸彦，栄一郎，高井健司，新納
泉，八谷隆生，宮原博幸，山本悦世，吉留秀敏がおこなった。遺物の写真撮影は栄がおこ
なった。
遺構・遺物の製図は主に吉留秀敏がおこない，一部を栄一郎がおこなった。
本文は吉留秀敏（現福岡市教育委員会技師），小池伸彦（現帝塚山大学考古学研究所助手），
栄一郎（岡山大学埋蔵文化財調査室助手），新納泉（現岡山大学文学部助手）が執筆した。
分担は次のとおりである。
第1章・第2章・第3章1・2・3吉留，第3章4（1）小池，第3章4（2）栄，第3章5小池，
第4章1・2・3新納，第4章4栄，第4章5・第5章1・2・3・4（1）新納，第5章4
（2）・（3）栄，第5章5・第6章1・2・3新納，第6章4栄，第6章5新納，第7章栄，第
8章新納
本報告には大分短期大学講師佐々木章氏によるBHl3区のプラント・オパール分析の成果
を附編に掲載した。
本書の編集は近藤義郎（岡山大学文学部教授）・稲田孝司（岡山大学埋蔵文化財調査室長）
の指導のもとに当初吉留秀敏がおこない，吉留の転出後は栄一郎がおこなった。
今回の調査・整理において以下の方々に御援助・御教示をいただいた。記して感謝申し上
げる。
宇垣匡雅，岡田博，佐々木章，竹本聴美，田代健二，玉田芳英，千葉豊，乗岡実，則武忠
直，平井典子，平井勝，福田正継，三好教夫，森田勉，森本晋，家根祥多，矢野健一
営
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る第1章歴史的地理的環境
　岡山市津島一帯は岡山平野を南流する旭川の右岸平野にあたり，北側にダイミ山，半田山，
烏山などの標高150m前後の小山塊をひかえた沖積平野である。この平野内には旭川の旧河道
や氾濫時の流路とみられる小河道がいく筋も認められ，それらの間や端部に形成された自然堤
防などの微高地と北側の山麗との間には広範囲にわたる後背湿地の存在が予想されている。
　こうした沖積平野に対する人々の生活の痕跡を見出すのは縄文時代中期以降のことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べまハ津島附近では縄文時代後期の朝寝鼻貝塚が知られている。縄文時代晩期から弥生時代前期の遺
　　　　　　　　ンま　　　　　　　　　　　　　　ヨ跡としては津島遺跡や百間川遺跡群などがある。前者では弥生時代前期の水田耕作にかかわる
各種の遺構が検出され，本地域の初期の農耕集落の形態や水田構造が明らかにされた。また本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャンパス内に所在する小橋法目黒遺跡では弥生時代中期の遺構や遺物が検出されており，津
島一帯には微高地に住居を営み，低湿地に水田を経営する弥生集落が存在したと考えられる。
弥生時代後期には沖積平野の遺跡は急増し，集落規模や耕地面積の拡大と灌概用水路の整備な
どから生産力の飛躍的な増大がうかがえる。さらに弥生時代末以降半田山山系には都月坂墳
墓・古墳群，七つ坑古墳群等の弥生時代墳丘墓前方後円（方）墳等がほぼ連続して築造され，
津島付近の一帯には造墓にかかわる集団の安定した存在が推定できるのである。
　古墳時代以降の平野部の遺跡については調査がほとんどおこなわれていないが，津島遺跡や
小橋法目黒遺跡では条里制との関係を示唆する遺構の検出があり，本学構内にも「一之坪」，「二
之坪」，「三之坪」などの条里地割に関連するとみられる小字が認められる。
　岡山大学津島地区遺跡群は岡山市津島中一丁目岡山大学津島キャンパス内に位置している。
本地区は1907～1908年に当時の御津郡御野村，伊島村の水田地帯に盛土して造成された旧陸軍
屯営用地の跡地であり，敗戦後に岡山大学敷地として移管されたものである。周囲は造成以前
には一面の水田地帯であったが，陸軍進出以後しだいに開発が進み，特に近年の市街化により
往時の景観はほとんど失われることとなった。
注1
注2
注3
注4
鎌木義昌「第一編　原始時代」『岡山市史　古代編』1962　33頁
岡山県教育委員会『岡山県津島遺跡調査概報』1970
岡山県教育委員会r旭川放水路（百間川）改修工事に伴う発掘調査』1～V（岡山県
埋蔵文化財発掘調査報告　39・46・51・52・56）1980～1982，1984
家田淳一ほか『岡山大学津島北地区小橋法目黒遺跡（AWl4区）の発掘調査』（岡山
大学構内遺跡発掘調査報告　第1集）　1985
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第2章調査の経過
1　調査に至る経過
　岡山大学津島地区における排水基幹整備事業は1981年度から開始された。そのうち1983年度
には第3期分として農学部，薬学部周辺の工事が予定された。そこで岡山大学埋蔵文化財調査
室では工事予定地における遺跡の有無を確かめるため，1983年9月17日から12月10日まで，試
掘調査を実施した。従来，工事予定地周辺は岡山県総合グランド内の史跡津島遺跡の立地する
微高地の後背湿地にあたり，遺跡は存在しないと考えられてきた。しかし，1982年に本学津島
地区構内の土木工事にともない，岡山市教育委員会による立合調査が実施され，当地にも微高
地および遺跡の存在することが明らかとなった。
　まず，1983年9月17日に農学部構内合併処理槽埋設予定地（BHl3区）に幅1m，長さ15mの
試掘トレンチを設けて調査をおこなった。その結果，弥生時代前期の遺構・遺物が確認された。
　次に同年10月22日に農学部構内中間ポンプ槽埋設予定地に試掘壌を設けたが，遺跡は確認さ
れなかった。さらに同年11月5・8日，12月10日に薬学部・農学部構内29ヵ所での試掘調査を
おこない，農学部構内において3地点で縄文時代晩期から中世に至る遺跡の存在を確認した。
　以上の調査結果をもとに本学施設部と同埋蔵文化財調査室において保存策を協議したが，予
定地の移動，工法の変更は困難であり，合併処理槽埋設予定地（以後津島地区構内地区割にも
とづきBHI3区と呼ぶ）と排水管埋設予定地3ヵ所（これらは構内地区割ではそれぞれBE18，
BF17・18区，　BEl4区，　BG14，　BHl3～15区に位置し，　A・B・C地点と呼ぶ）の全面調
査を実施することとなった（第2図）。
2　調査経過
　発掘調査は岡山大学埋蔵文化財調査室が担当した。1983年11月14日からBH13区の調査を開
始したが，同月22日，鹿田地区の発掘調査との関係で一旦作業を中断した。翌1984年’月9日
からは調査班を再編成し，BHI3区の調査を再開するとともにB地点の調査を開始し，以後順
次A地点，C地点の調査を進め，1984年3月5日にすべての現地作業を終了した。
　　　　　　　　　　　　　調査組織（所属は当時のものである）
　調査主体　岡山大学埋蔵文化財調査室（室長・文学部教授近藤義郎）
　調査主任　吉留秀敏（岡山大学埋蔵文化財調査室助手）
　調査班長　池上博（岡山大学文学部技術補佐員）BH！3区1983年11月22日まで
　　ク　　　小池伸彦（広島大学大学院文学研究科博士課程2年）BHl3区　1984年1月9日から
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調査の経過
　調査班長　新納泉（岡山大学埋蔵文化財調査室技術補佐員）A～C地点
　調査員　家田淳一（岡山大学大学院文学研究科修士課程1年）
　　〃　　　高井健司（岡山大学大学院文学研究科修士課程1年）
　調査補助員　宮原博幸（岡山大学経済学部第二部経済学科2年）
　　　〃　　　八谷隆生（岡山大学経済学部第二部経済学科1年）
　BH13区の調査は工事範囲全域に対して実施した。まず造成土を含む上部堆積物を機械によ
り除去し，その後は手掘りで下げた。試掘調査の時点では弥生時代前期の遺構面は単一とみて
いたが，本調査の過程で複数の遺構面が存在することが判明した。このため調査は複合する遺
構の関係を把握するために土層観察用の畦を縦横に残しながら進めた。
　A～C地点は試掘調査の結果にもとづき遺物包含層より上部の造成土を含む堆積物を機械に
より排除し，その後は手掘りで下げた。A地点とB地点では複数の遺構面，包含層を確認した。
B地点では弥生時代の石器が微高地上に比較的集中して検出され，遺物分布図を作成した。C
地点はBHI3区に隣接し，　BH13区と同様の内容であった。
　1984年2月25日にはBH13区とA～C地点とをあわせて現地説明会を実施した。
憾 η 騰 唱5 腿 13
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第2図　調査区の位置 縮尺　1／2500
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6第3章　BHl3区の発掘調査
1　調査区の位置
　BH13区は岡山大学農学部構内の東南端にあたり，南側は構外の大蔵省官舎に接している（第
2図）。調査区の南約800mには国指定史跡である津島遺跡がある。また北約1400mで半田山山
系の山麓線に達する。
　調査区は鋼矢板で囲まれた東西19．7m，南北14mの範囲である。
　調査区内は第W層まで掘り下げた後，調査区割を設定し，調査区内に打たれた4本の鋼支柱
に沿って5m×5mを単位とした区画を設けた。区画の名称は北東隅を1区とし12区まで設け
た（第4図）。
2　層 序
　本調査区を含め，今回の一連の調査においては，先の試掘調査の結果もあわせて，1～X皿
の各調査区共通の基本層序を設定した。
　各調査地点は一部の地区を除き，相互に離れた位置にあり，その堆積状況にも若干の相違が
ある。しかし，各調査地点の造成土およびその下位の旧水田層（第1～囎層）は性状，色調等
が比較的特徴的で，各地点相互の対比が可能であるとみられること，今回の調査において中心
的な遺物包含層であった黒色粘土層（第X層）が各調査地点に共通して認められ，さらに出土
遺物から堆積時期をある程度限定で
き，「鍵層」としてとらえることが
可能であるとみられること，第X層
の上位には洪水砂とみられる砂層
（第珊層）の堆積がB地点を除く各
調査地点に共通して認められること
などから，今回は各調査地点共通の
基本層序の設定をおこなった。
　この基本層序が津島地区全域に適
用可能かどうかは今後の調査の成果
を総合してさらに検討を加えてゆく
こととしたい。なお，先に触れたよ
うに各調査地点の堆積状況には若干
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の相違があり，各基本層を細分した場合の相互の対比はかなり困難であり，細分された層記号
は基本的に各調査地点ごとで独立している。
　以下本BH13区の層序について先の試掘トレンチの調査結果をあわせて説明する（第3・5
図）。
　本調査区は調査時には農学部グランド内に位置し現地表の標高は4．0～4、lmであった。
　第1層は花崩岩およびその風化媒乱土であり，本地区が1906～1907（明治40～41）年に陸軍
屯営用地として造成された際の堆積物である。
　第聾層は造成以前の水田耕土である。保存のよい場所では造成直前の畦や畝が残っている。
　第腿層は黄褐色微砂粘土である。上面に酸化鉄が沈着し，黄変していることから，明治時代
の水田の床土と推定される。本層中にはこうした水田の床土と考えられる酸化鉄が沈着した厚
さ2cm以下の薄層が3～7枚程観察される。これらの形成時期は不明であるが近代以前の水田
土壌と床土の互層と考えられる。
　第W層は青灰色粘土であり，下半部にマンガン，酸化鉄の沈着が多く認められる・
　第V層は暗青灰色微砂粘土であり，マンガン，酸化鉄の沈着は上層より顕著である。
　この両層は何れも「乾田」として利用された水田土壌と考えられるが，形成時期は不明であ
る。
A B C D
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第尋図　調査区の区割と第珊・珊層上面の検出遺構　　縮尺　1／200
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層　　序
　第瓶層は暗青灰色粘土である。
　第W層は暗青灰色微砂粘土である。
　この両層は酸化鉄が多く沈着しており，やはり水田土壌と考えられるが，形成時期は不明で
ある。第W層の下面は調査区内で南に緩やかに傾斜するもののほぼ平坦であり，標高2。0～2．2m
を測る。
　第珊層は砂を基質とする堆積層で，一部に薄層理構造を呈し，水成堆積物とみられる。厚さ
30cm以上を測ることから大規模な洪水砂であったと考えられる。本層は本調査区では，色調，
性状によってa～eに細分されるが，大きくは第珊a・b層（第珊層上層）と第～顧c～e層（同
麺
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下層）の上下2層にまとめられる。上・下の各層はそれぞれ連続した一連の堆積層とみられる
が，上層は調査区西南部のみに分布するとみられ，下層とは若干形成時期を異にする可能性が
ある。第聯層は後述する溝iSD2や畦状遺構iSXlをおおっており，堆積時期は弥生時代前期
初頭を上限とする。
　第眠層は調査区南半部に部分的に分布する暗青灰色粘土層である。本層中からは弥生時代前
期土器が出土しており，下位の第X層の漸移層ともみられる。鉄分の沈着が認められ，水田土
壌の可能性も推定されるため，ここでは独立した層として評価した。
　第X層は上部に縄文時代晩期～弥生時代前期の遺物を多出する黒色粘土層である。本層上面
は調査区内で南側に下る傾斜を示している。本層は東西に流走する溝SD2より北側はやや砂
質に富み，南側は粘土化が強く灰色気味で，弥生前期の水田層である可能性が認められる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　本層は先の第眠層とともに土壌サンプルを採取した（第8図）。
　第XI層は褐色を基調とする粘質土もしくは粘土で，主にグライ化の程度によってa・bに
細分できる。
　第XIa層は暗褐色粘質土であり，上位層とは漸移的変化を示す。鉄分の沈着が認められる。
　第XIb層は淡青褐色粘土であり，下部でシルト質になる。また調査区の南側ではグライ化
が強く，低湿地であったと推定される。
　今回の発掘調査では第X層まで掘り下げており，本層より下位の層序はボーリング調査の結
果，次のように判明している。
　第XIb層は標高約0．9mで終る。第X璽層は暗灰色砂層であり標高一〇。8mまで堆積してい
る。第X麗層は暗灰色砂礫層であり，標高一7．3mまで堆積をみる。第X皿層の下位は黒灰色
砂混り粘土層で植物質の混入がある。層厚は約1．Omである。その下には黄褐色～青灰色砂礫
層が堆積し，標高一11．7mまで確認した。
3　遺構と遺構関連遺物
　今回の調査によって検出した遺構には近
世の土墳（SK1・2）と弥生時代の溝（S
D1～3），畦状遺構（SX1），足跡状遺
構がある。
　土墳SKl・2は調査区北西隅部（4区）
に位置している（第4図）。第覇層上面で
検出したが遺構の上部はすでに削平されて
いた（図版3－1）。
1ぱ
Nキ
2．6m
　　　1
0　　　　　　1m
　第6図　土膿SK1・2　　縮尺　1／60
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　　　　　　　　　　　　　　　第7図　SK1・2出土土器　　　　　　　　　　　縮尺　1／2
　SKlは底径1。0～L！mでほぼ正円に近い平面形を呈する（図版3－2・3，第6図）。底
面部中央がやや窪むがほぼ平坦である。壁面は約75°の傾斜で立ち上る。埋土中からは少量の
土器片が出土した（図版8－1，第7図）。弥生時代前期の甕（1），木原焼系の青磁（2），
伊万里焼系の染付（3）などがある。これらの遺物から本遺構は江戸時代中期に属すると考え
られる。
　SK2はSK1の0．7m東側にあり，東西に長い不整円形を呈し，底部は東西径1。3m，南北
径1．1mを測る（図版3－2，第6図）。底面の形態はSK1と同様であり，壁面は約80°で立
ち上る。埋土中から揺鉢や磁器片が少量出土した（図版8－1，第7図）。揺鉢（4）は備前
焼である。その上限は江戸時代前半期とみられるが，本遺構は他の出土磁器片などからみて江
戸時代中期に属すると考えられる。
　溝SD1は第珊層上面で検出されたもので，調査区の北東からゆるやかにまがって西側に向
く（図版4－1～3，第4・9図）。幅1。1～2．6m，深さは0。4～0．5m，検出長18．5mを測る。
溝i底は標高約1．7mでほぼ平坦である。断面はゆるいU字形を呈し，壁面は20～30°で立ち上る。
溝内の埋土は3群にわかれる（図版5－1，第9図）。下部（6～9層）はわずかに小円礫を
含む砂質土または微砂粘土であり，中部（5層）は黒～黒褐色粘土で有機物を多く含み，上部
（1～4層）は砂質粘土である。出土遺物には縄文～弥生時代の土器細片とサヌカイト片，磨
石などがあり，埋土中・下部から多出している（図版8－2・14，第10・ll図）。磨石（S　1）
は破損品であるが，両面に使用の痕跡が認められる。土器には縄文時代晩期の深鉢（5・6）
や弥生時代前期の壼（7～9）と甕（10～13）がある。5・6は口縁端部からやや下がった位
置に刻目突帯文を有している。7～9はいずれも壼の破片で，7は貼付け突帯が，8には箆描
沈線文が施されている。10～13はいずれもEl縁が「く」の字形に外反する甕で，頸部に数条の
箆描沈線が施されている。底部（14～24）のうち，17・19は縄文時代晩期に属する可能性があ
るが，他は弥生時代の壷または甕の底部であろう。
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遺構と遺構関連遺物
一Aρ
旦
　　　　　SDl
1098621375尋
SD笥
SD2SD3SX1
A＿
　　　　　　　：；2　　　　　　　　。－m　　SD3
1　暗灰色微砂粘土　2　灰白色微砂粘土　3　暗灰色微砂粘土　4　灰色砂質粘土
5　黒～黒褐色粘土　6　暗灰色微砂粘土　7　灰色微砂粘土　8　灰～黄灰色砂質土
9　灰～黄灰色砂質土（粘土塊混り）　10　灰白色微砂粘土
1　暗灰色砂（懸c）　2　暗灰色砂質土（鴨d）　3　黒色粘土と黒灰～暗灰色微砂の互層
1　暗褐色粘土　2　黒～青黒色粘土
暗褐色～黒色粘土
　　　　　　第9図　溝SD1～3・畦状遺構SX1断面土層図　　　　　縮尺　1／80
　以上のように本遺構では弥生前期土器の出土が顕著であるが，後述するように本遺構の基盤
層（第珊層）より弥生中期の遺物が出土しており，この溝の上限は弥生時代中期以降である。
　溝iSD2は第X層上面で検出した。先のSD1と流路はほぼ重複している（図版4－3，第
8・9図）。幅は2。0～3。5m，深さ約0。3m，検出長18．5mを測る。溝底は標高1。5～1．7mであ
り，東から西へ約1／100の傾斜が認められる。断面はゆるいU字形を呈し，壁面は15～20°で
立ち上る。溝内の南側の壁面に多数のピットが認められたが，性格は不明である。溝内の埋土
は2群にわかれ，下部（3層）は粘土と砂の互層であり，上部（1・2層）は洪水砂とみられ
る第珊層本体の堆積である（図版5－1，第9図）。遺物は主に埋土下部から少量の弥生土器
とサヌカイト片が出土した（図版9－1，第12図）。25・26・30・31は前期の壼で，30を除い
て数条の箆描沈線をもっている。　　　　　　　　　　　　　・
27～29は同じく前期の甕であり，
27と29には胴部上半に箆描沈線が
施されている。32も前期の大形の
鉢である。口縁端部は「く」の字
形に短く外反し，外面には指頭に
よる押圧痕が残る。口縁部下位に
は横長の瘤状の突起が1例残存し
ている。以上のように本溝内から
は主に弥生時代前期土器が出土し
ており，本溝の上限もほぼこの時
期に相当するとみられる。
0 10c¶
第1⑪図　SD1出土石器 縮尺　1／2
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第1図　SD1出土土器
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縮尺　1／2・1／4
　溝SD3は調査区北端部において，第X層上面で検出した（図版4－1・3，第8図）。ほ
ぼ東西方向に走るが，北東部でやや北に向きをかえている。幅は0．3～0．6m，深さ約0．3m，
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第膿図　SD2出土土器 縮尺　1／2・ユ／4
検出長約18。5mを測る。横断面はU字形を呈し，壁面は約60°で立ち上る。溝底の標高は1．6
～L8mであり，　SD2とは逆に西から東へ下る約1／85の傾斜が認められる。溝内埋土は黒色
粘土である（図版5－2，第9図）。
　溝内からは主に埋土上部より縄文時代晩期と弥生時代前期の土器細片とサヌカイト片が出土
した（図版9－2，第13図）。33は口縁部に刻目突帯文をもつ縄文晩期の深鉢である。34・36
は弥生前期の壼である。34の口唇部には1条の沈線が施されており，36は頸部に削り出し突帯
一13一
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第B図　SD3・SX1出土土器 縮尺　1／2・1／4
が1条残存しており，突帯上には箆描沈線が1条施されている。35・37・38は同じく弥生前期
の甕であり，いずれも頸部もしくは肩部に数条の箆描沈線文がめぐらされている。以上の出土
土器から本溝の上限はSD2と同じく弥生時代前期であると考えられる。
　畦状遺構SXlは調査区北側において，　SD1とSD2・3との問で，ほぼ東西方向に検出
された（図版4－3，第8図）。基底部の幅は2．2～3。2mであり，現状で高さ約0．3mを測る。
上部は第W層形成段階に削平されたと推定され，現状の上面は標高2．2mで揃っている。本遺
構は第X層の上部に第X層に類似する暗褐色～黒色粘土を盛土して形成されており，非常によ
くしまっている（図版5－2，第9図）。盛土中からは弥生時代前期の土器が出土した（図版9
－2，第13図）。39は頸部に削り出しによる段をもつ壷で，40・42・43も同じく壷であろう。
41はi甕の底部と思われる。以上の出土遺物から本遺構の上限も弥生時代前期と考えられよ
一14一
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う。
　足跡状遺構はSD2の南側で総数44検出した（図版4－4・7－1，第8図）。SD2・3と
同じく第X層上面で検出し，砂層（第珊層）を埋土としている。一部に人の足跡に近似するもの
もみられたが，形態は不定形のものが大半で，平均すると長さ20～30cm，幅10cm，深さ3～5cm
前後のものが多い。方向にも規則性が認め難く，足跡である確証は得られなかった。
4　その他の出土遺物
　検出遺構である土墳や溝の埋土に含まれていた遺物についてはすでに説明したので，ここで
はその他の包含層中から出土した遺物についてそれぞれ検討を加えたい。
（1）土器
　層位別にみると遺物は第W層から第X層まで出土しており，第珊層下半から第X層上部に比
較的集中する。各層の出土土器は各時期のものが混在しているが，第W～珊層は弥生時代前期
土器を主体とし（第14・15図），剃x・X層では弥生時代前期土器と共に縄文時代晩期土器も
比較的顕著である（第16～19図）。全体として，下層になるほどより古い時期のものが出土す
る傾向が認められる。
　縄文時代中期の土器（図版10－1，第17図）　　95は内外面は箆ミガキされ，外面に3本の
曲線文が垂下する深鉢胴部片である。第X層からの出土であるが，縄文時代中期末に属すると
みられる。
　縄文時代晩期の土器（図版10－1，第14・16・17図）　　縄文時代晩期の土器は比較的少な
い。第W層出土のもの（44）や第㎜層出土のもの（54）もあるが，大部分は第X層出土である。
　該期の土器の大半は口縁部に貼付突帯をもつ深鉢（54・96～105）である。これらには，突
帯下に2～4条の沈線を斜めに施すもの（96・98），突帯に刻目のあるもの（54・96～104），
突帯に刻目のないもの（105）などがある。これらの大半にはナデ調整が施され，貝殻条痕を
器表にとどめるものは認められない。器形はいずれも小片のためはっきりしないが，ほとんど
が口縁から肩部へ向って外へ張り出す器形をとるとみられる。中には98のように波状口縁をな
すものも存在する。口縁端部は細く尖り気味のもの（54・97・98・100・101・104・105）や口
唇部が面取りされたもの（96・99）などがあり，99・102は口唇部に刻目がある。
　この他の深鉢には小片で磨滅が著しく不明瞭であるが，胴部に突帯をもつとみられるもの
（44）や同じく胴部に横位の沈線文をもつもの（106）も存在している。
　これらの深鉢には量的にはわずかであるが，鉢（107・108），壼（72・109）がともなうと考
えられる。107・108は両面とも磨滅が著しいが，内面にそれぞれ1条と2条の沈線が施されて
いる。72は内外面とも磨滅が著しいが，109は口唇部と外面が箆ミガキされており，口縁端部
一15一
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第鴨図　第珊～㎜層出土土器2 縮尺　1／4
をわずかにつまみ出している。ともに壼の口縁部である。
　底部は該期から弥生時代前・中期にかけては平底が一般的であり，その識別はやや困難であ
る。その中で85の尖底気味の丸底は該期の深鉢にともなうものとみられ注意される。
　弥生時代前期～申期劒頭の土器（図版10－2・11，第14～19図）　　器形は壼（45～50・55
～57・65・73～78・110～123・128），甕（51・52・58～62・64・79～84・124～127・129～133），
鉢（63），蓋（134）の他小形の手捏ね土器（135）もある。壼には口縁部と頸部，頸部と肩部
の境に段をもつもの（74・76・110・111），肩部に重弧文・木葉文を施すもの（49・119），頸
部や肩部・胴部に削り出し突帯や箆描沈線文あるいは貼付突帯などをめぐらすもの（48・50・
55～57・75・77・112～118・120～123・128）などがある。甕には「く」の字形の口縁のものと，
倒L字形のロ縁の二者がある。前者では，頸部が無文のもの（58・79・84），2～3条の箆描
沈線文や沈線間に刺突文をめぐらすもの（62・64・80・82・83・124～127・129・130・132・
133），4条以上の箆描沈線文をめぐらすもの（61・131）などがある。1コ唇部の刻目はあるも
のとないものがある。倒L字形［コ縁のもののうち，59は頸部に櫛描沈線文が，60は頸部に箆描
沈線文がめぐっている。鉢には「く」の字形に外反する口縁をもつ小形のもの（63）があり，
平底になろうか。134は指頭の押圧痕の残る手捏ねの蓋であり，135は手捏ねの鉢である。底部
は大きく造りのしっかりした平底が多いが，53はやや器壁が薄く，外面に粗いハケ目が残る。
　（2）石器（図版12～14，第20～22図）
　本調査区においては第W～X層の遺物包含層中より石鍛3点，石錐4点，スクレイパー4点，
襖形石器12点，使用痕ある剥片1点，乳棒状石斧1点，柱状片刃石斧1点，磨石1点が出土し
ている。このほかサヌカイト製剥片152点を検出した。これらの石器は出土土器からは弥生時
代前期に属するものが多いと推定されるが，その出土層位からの明確な時期決定は不可能であ
る。石斧類を除くと形態から個々の石器の時期を特定することも困難である。ここでは出土石
器を出土層位にはこだわらず，一括して記述する。なお特記しない限り石質はサヌカイトであ
る。
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一19一
BH13区の発掘調査
　　　　嘆マ
趣麟灘
鯵灘識“’・零壕搬鎌
講　　：；：ぎ灘聾　　　　　’x
117
違
1］8
！鍵籔、
∀鱗轟響 ＼ 習9
　　　　　パぜざプヤ達鐙鍵
縫羅i縛無
　懸㌻婆：㌻’・クゲ’
　　　．’♂、二 120
121
　　　　　，〃さ一、
　　　　：：’
　　　：二∂灘㌘二蕊云灘報癬，
　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ノ．選霧湊認ぎ選議．．
1灘織霧毅
　ヤ曳識～埜褒欝蹴醜謬灘寄学
　　≒、：、：：’∵冶㍉・・三ン　呂宍“　　　　　　　122
　　　　　”π志　一
　　　　　　　　　ベバすヒ　くコ　　　　　　　　　壕㌻い票：夢～’　…．ぶぐ．
　　　　　　　　．鷺麹穣講魏
　　　　芦鱗蒙蕊籔ξ；：誌・誌’・．議
　㌻エ認三露黙麟禦遼騨嚢鱗騰懸瀧舞
て㌔ぺ’
D’
p，1蕊㌍・・偏：澗11〔・ぺrき㌧牟〆竺緊『献至ぷ
マ㌧擁’轡薯ご鎖露
ヤll㌻謬轡i纏
　　　き一一≡だ・1ぶゴ㍉・ミ；’・∴i
　　　叉・∵’㌫‥∵い㌶ξllパ
　　　　　ー㍊∴㍍，∴∴ジノ
o 10c摺
　　　；・〆びこz子：
　　　’，．…　　　　　’層吟　，
　　・〆ご∴’ダぞ5・パ1～
　メ懸。：蕊㌧
ノ寮已、ちぷ㌧rl：べ藩鶴．
鯛ガ’・鵬ぎ：’．°・：三櫓．鹸ミ
宰・㌧工涙♂ゴ・砕鳩跡ミ“：ツ活或u
］2尋
塾“
議購灘撫
　　ぼ膏㌫｝ダ～
　　　　　　　　　　125
123
　f懸曇葵
，ぴ欝馳三鍛㌦ぷ㌧∵み峯、，
○楚藤こ議ご簿竃塞誌
欝霧警謬蕊
126
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第簿図　第IX・X層出土土器4 縮尺　1／2
　石錨i（S2～4）　　S2は基部が平基をなし，　S　3は浅い凹基，　S　4は深い凹基となって
いる。S3・4は両面とも全面に調整加工が加えられ，素材の剥離面を残さないが，　S　2はb
面ほぼ全面にわたって素材剥片の主剥離面を残している。
　石錐（S5～8）　　S5はつまみ部の一部と錐部とを欠損するが，他の例はほぼ完形であ
る。いずれもつまみ部と錐部の境界が明瞭で，やや細身の錐部をもつものであろう。S5・6
はつまみ部b面に素材剥片の主剥離面を残している。いずれも錐部は剥片の剥離方向に対して
横方向に位置しており，横長剥片を素材としたものであろう。またS6の素材の打面は折り取
りによって除かれているが，S5には素材の点状打面が残存しており，　a面の打面側の縁辺部
には階段状の剥離痕が著しく，縁辺部のつぶれも認められる。S8は上端とa面のつまみ部に
自然面を残している。c面は折れ面となっており，素材整形が一部折断によってなされたこと
がうかがわれる。
　スクレイパー（S9～12）　　ここでは，剥片の縁辺に細部調整を加え刃部を作出したもの
を一括する。S9は両側縁部を欠失するが，今回出土のスクレイパーの中では最大のものであ
る。素材剥片の主に打面側の縁辺部に両面から調整加工を加え，刃部を作出している。やや小
形ではあるが打製石庖丁の可能性もあろう。SlO～12はいずれも打面を除去した小形の横長剥
片を素材とし，末端側の縁辺部に片面からの調整加工によって刃部を作出したものである。S
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12はa面に自然面を残している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　第2⑪図　包含層出土石器1　　　　　　　　　縮尺　2／3
　襖彫石器（S13～24）　　ここでは素材の一縁もしくはそれ以上の縁辺の稜線上につぶれと
その縁辺両面に階段状剥離痕（以下両者をあわせて「敲打痕」とする）を残すものを一括して
襖形石器とする。Sl3～16は向い合った一対の縁辺に敲打痕が存在する。　S13はb面中央の剥
離面が素材の主剥離面とみられ，大形厚手であるが剥片素材であろう。S17～19は隣り合った
二縁に敲打痕を有するものである。S20～22は一縁のみに敲打痕が認められる。以上の襖形石
器の平面形は現状では方形を基調としている。S23・24は敲打痕は一部に存在するのみである
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が，いずれもC面がポジティブな戴断
面をなし，懊形石器の砕片と考えられ
るものである。
　使用痕ある剃片（S25）　　S25は
a面右側の折れ面が階段状を呈し，そ
の折れ面に使用痕が観察される。
　乳棒状石斧（S26）　　S26は安山
岩系の石材を素材とする乳棒状石斧の
基部である。a面中央には研磨面が存
在するが，他の部分には敲打整形の痕
跡が全面に残っている。縄文時代の所
産と考えられる。
　柱状片刃石斧（S27）　　S27は基
端部を欠損する弥生時代の柱状片刃石
斧である。ほぼ全面にわたってよく研
磨されているが，両側面には風化によ
る剥落が認められる。刃部には肉眼で
は明瞭な使用痕を観察できない。粘板
岩を素材としている。
　磨石（S28）
5　小 結
ノ　　　S28
1／1ち多
多
1
　　　c
「
／／
　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
　　　　　　　　　　　　　　　第盤図　包含層出土石器3　縮尺　1／2
S28は安山岩製の磨石の欠損晶である。残存部はほぼ全面磨面である。
　以上，本調査区の調査概要を示したが，以下簡単な総括を加えまとめとしたい。
　現在のところ，本調査区最古の遺物は95の縄文時代中期末とみられる土器片である。わずか
1点の出土であり，積極的な評価は不可能ではあるが，本調査区から北東約800mに縄文時代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シま　後期初頭に属するとされる朝寝鼻貝塚が所在しており，両者の関係が注意されよう。
　本調査区で主体をなすのは先に触れたように，縄文時代晩期～弥生時代前期の土器であった。
縄文時代晩期土・器は数量が少ないため，器種組成や文様構成などには不明な点が多い。大勢と
して，口縁部に貼付け突帯をもつ深鉢は晩期末葉に属するとみられ，鉢や壼も基本的にはこの
深鉢にともなうものと考えられる。
　弥生土器は，大まかには山陽地方の第1・麺様式に含まれるものである。器種組成に不明な
点は残されるが，器体各部の境に段を有する比較的古い様相のものから，中期初頭に属すると
一24一
小　　結
される倒L字形の日縁をもち櫛描沈線文をめぐらす比較的新しいものまで，一連の型式が認め
られる。甕で2本の沈線間に円形の刺突をめぐらすものは，岡山県内では類例が少なく，その
編年的位置づけは今後の検討をまたねばならないが，第1様式にともなうものとしてよかろう。
　この他に，江戸時代中期の陶磁器が若干出土している。
　石器は第W～X層から出土している。出土状況から確実な時期決定はできないが，第W～X
層の出土土器が縄文時代晩期末葉～弥生時代前期ないし中期初頭にほぼ限定されることから，
その間におさまるとして大過ないであろう。
　遺構は，近世土壌が2，溝が3，そして畦状遺構が1，さらに足跡状遺構多数などがある。
近世の土壊は2基が相接して一対となっており，近年各地で確認されている「肥溜め」状の遺
構との類似が注意される。
　溝二と畦状遺構および足跡状遺構はいずれも今回の調査では明確に時期を明らかにできず，そ
の上限が押さえられるのみであった。
　その具体的な内容や性格に不明な点が多いが，SD2，　SD3，　SXlおよび南側の足跡状
遺構のみられる黒色粘土層（第X層）は砂層（第珊層）に厚くおおわれていることからみて，
比較的接近した時期に相ともなって地表面を形成していたと考えられる。地層の傾斜が北に高
いこと，南側に均質な粘土層が堆積していることなどから，当時の微地形を推定すると，SD
2の北辺から北へ向って微高地がゆるやかに立ち上がり，SD2の南側には水田もしくは常時
滞水状態にある低湿地が広がっていたと推定される。したがって第X層の遺物にともなう住居
趾などが調査区の北側に存在している可能性は高いと考えられる。
　本調査区は主に縄文時代晩期末葉から弥生時代前期ないし中期初頭の遺物を出土し，付近に
は該期の遺構の存在が予想される。縄文時代晩期から弥生時代前期の遺跡の代表として，県内
　　　　　ままヨ　　　　　　　　　　　ぱ　では津島遺跡と南方前池遺跡が知られる。本調査区は津島遺跡とは立地の点で共通するが，縄
文晩期土器の出土比率は本調査区の方が高いようである。また前池遺跡とは立地，遺物出土状
況などに差異がみられる。
　本調査区は縄文時代晩期末葉から弥生時代前期ないし中期初頭まで比較的連続した様相を示
しており，この地方の農耕文化受容のあり方の一端を物語るものといえよう。
注1　土壌サンプルの花粉分析を岡山理科大学教授三好教夫氏に，プラント・オパール分析
　　　を大分短期大学講師佐々木章氏にそれぞれお願いした。
注2　鎌i木義昌「第一編　原始時代」『岡山市史　古代編』196233頁
注3　岡山県教育委員会『岡山県津島遺跡調査概報』1970
注4　南方前池遺跡調査団「岡山県山陽町南方前池遺跡」『私たちの考古学』7　1956
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第4章A地点（BEI8，　BFI7・18区）の発掘調査
1　調査区の位置
　A地点は，農学部別館・
農業工学館と付属農場作業
調整室との問に位置し，道
路にそってL字形にまがる
全長76mの発掘区である
（図版15・16，第23図）。試
掘調査の結果，弥生時代以
前においては西側の農場は
沼もしくは低湿地であり，
この調査区は微高地の縁辺
部にあたることが明らかに
なっていた。排水管の埋設
にあたって幅1．Om，深さ
2．Omの掘削が必要とされ
たため，試掘の結果にもと
ついて，弥生時代遺物包含
層の直上付近まで機械で掘
り下げ，以下は幅0。5mの
狭い範囲で精査をおこな
い，遺構等が検出された場
合には幅1．Omに拡大する
こととした。縄文晩期土器
片を包含する地点では，
6mにわたって幅0．5mの
拡張をおこない，比較的多
量の縄文晩期土器片と弥生
土器片の資料を得ることが
できた。
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層　　序
2　層 序
　現地表の標高は3．7～4．lmである。1907年頃，平均LOmの厚さで造成土が入れられている。
層序は南北トレンチでは東側の面，東西トレンチでは北面で観察した。基盤は東西トレンチで
は東寄りの部分が高く，南北トレンチでは北に行くにつれて急激に低くなっている。
　1　1　2131魂1516171819110111112113i1411511614旦
3璽1
　　　　　　　　　　　　　　　　第餌図　調査区断面土層略図　　　縮尺　1／80・1／800
　次に，各層ごとに説明を加えよう　（第24・25図）。第24図は南北トレンチの層序図の左右を
圧縮し，地形の変化を明瞭にしたものである。第1層（黄褐色砂質土層）は造成土，第盟層（青
灰色粘質土層）は造成直前の耕作土で，1区画ごとに畝の方向が異なっている。第礪層（黄灰
色粘質土層）は数層の床土が認められ，酸化鉄が縞状に沈着している。弥生土器・土師質土器・
白磁・青磁・備前焼の小片を含むが，量的には中世の遺物が多い。第IV層（淡黄灰色粘質土層）
も調査区のほぼ全域に広がっている。酸化鉄の沈着は第皿層に比べて少ない。弥生土器・須恵
器・土師質土器・青磁の破片を含んでいるが，中世前半期の遺物が多い。第V層（暗灰色粘土
層）は遺物が少ないが，古墳時代から古代にかけての須恵器を含んでいる。第W層は暗黄灰色
粘質土層で，一部に暗灰色粘土層が間層としてはいる。縦方向の酸化鉄の沈着が多量に認めら
れる。縄文晩期土器・弥生土器・須恵器・土師質土器を含むが，弥生土器が中心で，須恵器・
土師質土器は混入であろう。第通層はA地点では認められない。第珊層はa層とb層とに分か
れる。a層（暗黄灰色砂質土層）は，弥生中期の土器片を数点含むが，大半は縄文晩期である。
b層の微高地寄りの部分は暗黄灰色混礫砂質土層で，縄文晩期・弥生前期・弥生中期の土器片
を含んでいる。下層の北側の部分は暗黄灰色粘質土層で，遺物は少ない。また，第珊層からは
石鎌ll点，石錐1点，襖形石器2点と比較的多量の剥片が出土している。第双層（暗茶褐色粘
質土層）は，微高地上からの流れ込みと考えられる層で，遺物は第珊b層（暗黄灰色混礫砂質
土層）と共通する。第X層（黒灰色粘土層）は，縄文晩期と弥生中期の土器片を含んでいる。
第X皿層（暗灰色礫層）は基盤である。なお，南北トレンチの北半では，第W層の下は均質な
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水成粘土層であり，遺物はまったく認められない。したがって，第朋～X層は微高地周辺の限
られた範囲の層序と考えられる。
3　遺構と遺構関連遺物
本調査区では溝2，土壌1を検出した（第23図）。SD1は東西に流路をもつ幅1。5m，深さ0。4m
の溝である。埋土は灰褐色砂で，遺物はない。第V層を切り，第W層におおわれており，古代
～中世のものと推定される。SD2も東西に流路をもつ幅1。5m，深さ0．3mの溝である。埋土
は下層が茶褐色混礫砂質土，上層が暗黄灰色混礫砂質土である。弥生時代の溝と推定される。
土壊SKlは微高地上にある（図版17－2）。調査区壁にかかっているため完掘していないが，
幅約0。7m，深さ0．6mを測る。埋土は茶褐色粘質土で，弥生中期～後期の土器片を含む。
4　その他の出土遺物
　以下においては遺構以外の包含層からの出土遺物について説明する。包含層中からは比較的
豊富な土器のほか，若干の石器類などが出土している。
　（1）土器
　本地区では第W・V・Vl・羅・Xの各層から土器が出土している。このうち第W～W層では
主に古墳時代～中世の遺物が出土しており，下位で若干の弥生・縄文土器がともなっている。
さらに第照・X層からは主に縄文晩期土器が出土し，少量の弥生土器がともなっている。以下
の説明は古墳時代以降の土器と縄文・弥生土器とに大きくまとめておこなうことにしたい。
　古墳時代以降の土器（図版18－1，第26図）　　該期の土器は第IV～W層から出土している
が，量的にはわずかであった。層別にみると第W層からは亀山焼の甕（136），土鍋（137），土
師器小皿（139），土師質高台付椀（141），同安窯系の青磁（142）など主に中世土器が出土し
ている。第V層からは古墳時代から古代にかけての須恵器杯（143，145，146）の出土をみた。
146は杯蓋の肩部の稜と1コ縁部の凹線が明瞭であり，5世紀代にさかのぼる資料である。第W
層からも縄文・弥生土器とともに古墳時代後期の須恵器杯（144），古墳時代初頭の土師器甕
（147）が出土している。
　次に縄文・弥生土器について，古いものから順に説明を加える。
　縄文時代晩期の土器（図版18－2，第26・27図）　　本調査区で最も豊富に出土しており，
第W層，第X層出土のものもわずかに存在するが，ほとんどが第珊層からの出土であり，いず
れも晩期末葉に属するとみられる。該期の土器の大半は口縁部に一条の突帯をもつ深鉢である。
一点のみやや厚手で砲弾形の器形をとるものが存在する（163）が，他の深鉢はいずれも肩部
が屈曲する器形を示すとみられる（156～162・164～174）。E］縁部突帯は端部に接する可能性
一29一
A地点（BE18，　BF17・18区）の発掘調査
のある小片が1点あるが，他は端部から下がった位置についており，突帯上にはいずれも刻目
が施されている。口唇部に面取りを施すものが1点認められる（166）が，他はいずれも口縁
端部を丸くおさめている。口唇部に刻目を加えるものは若干存在する（156，158，160，168）が，
過半は刻目をもたない。158は波状口縁をなし，突帯下と内面に数条の沈線文が施されている。
これ以外に突帯下の頸部に沈線文をもつものには157・159・160・170～174があげられ，比較
的顕著である。159は突帯下に籾痕を残している（図版19－2）。
　深鉢の他に該期の土器には鉢が存在する（152・176・177）。いずれも黒褐色または黒茶色を
呈し，精製土器とみられる。ともに肩部上部に細沈線が1条施されている。
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A地点（BEl8，　BFl7・18区）の発掘調査
　該期の底部は必ずしも明確ではないが，153～155の平底は深鉢の底部の可能性があろう。
　弥生時代の土器（図版19－1，第26図）　　弥生土器は縄文土器に比べて出土量は少ない。
第糧・X層で縄文晩期土器とともに弥生時代中期前葉の甕が出土している（149～151）。この
他詳細な時期は不明であるが，側面と底面とを貫通する穿孔をもつ底部片（148）がある。
　時期不萌の土器（図版18－2，第27図）　　175は内外面とも磨滅が著しい小破片であるが，
2列の小円形の刺突文が施されている。縄文時代後期中葉の土器の可能性もあるが，弥生時代
前期後葉の甕にも類例があり，現状では時期を決し難い。
　（2）石器（図版20，第28図）
　本調査区からは第餌・Vl・囎層中より石錺il5点，石錐2点，懊形石器3点のほか，サヌカイ
ト製剥片355点が出土している。本調査区出土土器は縄文時代晩期末葉に属するものが卓越し
ているが，若干の弥生土器なども出土しており，出土層位による石器の時期決定は多少の問題
が残る。以下においては各層の遺物を一括して，器種ごとに記述する。なお出土石器はいずれ
もサヌカイト製である。
　石錨（S29～43）　　S29～31は円基式石鎌である。　S29・31は両面とも全面に調整加工が
施されているが，S30は周縁部のみ調整加工が加えられ，両面に素材の剥離面を大きく残して
いる。S30の素材は点状打面をもつ剥片とみられ，剥片の末端側が石鐵の先端部側になってい
る。S32は平基式石鑑である。全面調整加工が施されているが，最大厚は7mmを測り，本調査
区出土の石鑑中では最も厚手である。S33～38は凹基式石鐡である。凹基式石鎌は基部の扶り
が浅いもの（S33～36・38）と深いもの（S37）とに二分できる。　S36～38は両面とも全面に
調整加工が加えられているが，S33・35は片面に，　S34は両面に素材の剥離面を残している。
なお，S34の側縁部には挟りが加えられ，やや特異な形態を呈している。　S39～43は石鎌の先
端部もしくは脚部の破片である。
　石錐（S44・45）　　S44は大形のつまみ部をもち，　b面への調整加工によって短い錐部が
作出されている。つまみ部の両側縁にはつぶれと階段状剥離痕が認められ，さらにつまみ部上
端には裁断状の剥離面が存在することから，本資料は襖形石器を素材とするものと考えられる。
またa面左には研磨によるとみられる平坦面が認められ，素材の襖形石器は磨製石器を再加工
したものと推定される。S45はやや小形のつまみ部をもつ。　b面には素材の主剥離面を残して
おり，素材剥片の末端側が錐部となっている。打面は欠失しているが，打面周辺の縁辺部には
つぶれと階段状剥離痕が認められる。
　模形石器（S46～48）　　S46・47はいずれも図の上端縁に敲打痕が存在し，下端側は両側
の戴断状の剥離面が交わって尖頭状を呈している。S48は上端縁と下端縁の一部に敲打痕を残
し，c面はポジティブな戴断面とみられる。以上3点はいずれも懊形石器の砕片であろう。
一32一
その他の出土遺物
a
＜＝：き＞　S29
毒峰夢
（＞　　　　S30
　ア　　　　　も舞鰺、
　　　　S31 〈〉　＄32
a
△
c
S33
◇　　　　S37
△ S44
∵
b　　a　　　　　　c　　　＜こ＞　S34
b △　　　　S35
　　　　　　b／《／ぽ
　　d綾∠〉§3g　b
a！鋤△、
《　　　＄41
◇　　　S45
＼
b
o
a
＜＞　　　　S36
▲レ⑳、
－dS42
／劉㊨、
＝　　　　　S43
S48
5輔
b
S46
c
　　　　S47
第28図　包含層出土石器 縮尺　2／3
5　小 結
　A地点の調査では，明確な遺構は少なかったが，層位の検討から縄文時代晩期以来の微高地
縁辺部の状況に関していくつかの点が明らかになり，今後の調査の手がかりをつかむことがで
きた。
　A地点の発掘区北半は基盤が低く，均質で遺物を含まない水成粘土が厚く堆積しており，こ
のあたりは長期間にわたって沼状となっていたものと思われる。縄文晩期の土器は近辺の微高
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A地点（BE18，　BFl7・18区）の発掘調査
地上から流れ込んだものと思われ，弥生中期の土器と混在し，しかも最も低い部分からも弥生
中期の土器が出土している点から，弥生時代中期の段階で縄文時代晩期の遺構もしくは包含層
が削平されたものと推定される。6㎡という狭い範囲から比較的多量の縄文晩期土器が出土し
ており，土器の割れ口はシャープで遠くから流されてきたとは考えられないことから，近辺の
微高地上に縄文時代晩期の遺構が残されている可能性がある。
　低湿地部分が水田化されるのは古代から中世にかけての時期と推定される。弥生時代から古
墳時代にかけては，微高地に近い地点では酸化鉄の沈着の状況からアシのような植物が群生し
ていたらしく，層序も水平ではない。微高地から少し離れると，依然として無遺物の均質な水
成粘土層が形成されている。中世前半期の遺物を多く含む第W層の段階で，ようやく層序がほ
ぼ水平となり，また，酸化鉄が水平方向に縞状に沈着するようになる。しかし，水田の畦畔等
は確認できなかった。中世以降，この地域は比較的安定した水田であったようで，第皿層では
酸化鉄が水平方向に何層も沈着しており，砂層がかむこともない。1907年頃の造成の直前には，
水田もしくは畑が営まれており，荒起こしか畑の畝の跡が残されている。
　A地点から出土した縄文時代晩期土器は，流土中に包含されているものであり，しかも弥生
時代の土器と混在しているため，良好な一括資料とは言えず，また，量的にも十分なものでは
ない。しかし，津島遺跡で弥生時代前期の水田が出現する直前の状況については，津島遺跡南
池地点で若干の縄文時代晩期土器片が出土している程度で，実態がよくわかっていない。津島
遺跡の北約800mに位置し，広い意味で津島遺跡の一角を占めると思われるこの地点からこれ
らの晩期土器が出土したということは，近辺の微高地上で縄文晩期の遺構が検出される可能性
を含めて，津島遺跡を理解する上でも興味深い事実と言えよう。なお，これらの土器の編年的
位置づけ等については考察の項でふれることにしたい。
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1　調査区の位置
　B地点は，農学部本館の北東角付近に位置する。A地点からは東に約200mの距離にある。
試掘調査において，弥生時代の遺物包含層と推定される黒褐色土の比較的厚い堆積が確認され，
若干の土器片が出土したため，試掘調査の部分を拡張し，6×3mの範囲で精査をおこなった
（図版21－1）。発掘調査に先だって，造成土を機械によって除去した。この調査区は弥生時代
には東西にのびる帯状の微高地上に位置していたと推定される。
2　層 序
　現地表は標高4．2mである（図版21－2，第29図）。第1a層は現在の表土であり，第1b層
（黄褐色砂質土層）は造成土である。造成前の地表面の標高は3。2mで，　A地点より0．5m高い。
第盟層（青灰色粘質土層）は造成直前の耕作土で，畦と畝の跡を残している。第㎜層（黄灰色
粘質土層）は水田層で，縞状に酸化鉄の沈着がみられる。須恵器・土師質高台付椀・青磁・白
磁の小片を含んでいる。中世土器が多いが，近世のものもみられる。第W層（暗黄灰色粘質土
層）にも多少酸化鉄の沈着がみられる。土師質高台付椀の小片を含んでおり，A地点の第W層
に対応すると思われる。柵状の遺構は，第W層上面で検出された。B地点では第V～双層は認
められない。第X層（黒褐色粘質土層）からは，石鐡6点，サヌカイト剥片多数，土器片100
点余りが出土した。石鍛と剥片の大部分は第X層の上面近くに集中しているが，石鎌1点（第
33図S52）は第X層の下部から出土した。土器は縄文晩期から弥生中期にかけてのものである
が，第X層下部ではやや縄文晩期の土器の割合が大きいようである。第X1層（茶褐色砂質土
層）は遺物を含まない。
　　　　　　　　　　　1　西壁　　l　　　　　　　　　l北壁
4」m　　　　　　la　　　　　　　＿「「｛　　　　ア＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ／～　「
Ia　表　　土　　　lb　黄褐色砂質土（造成土）　皿
皿　　黄灰色粘質土　W
班　　茶褐色砂質土
暗黄灰色粘質土　　　　　x
第29図　調査区断面土層図
0　　　　　　　　　2m
青灰色粘質土
黒褐色粘質土
縮尺　1／80
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3　遺 構
　第W層上面で溝と柵状遺構
を検出した（図版22，第30図）。
溝は方位をほぼ東西に向けて
おり，現状では幅約0。15m，
深さ0．Olmの小規模なもので
ある。埋土は灰色砂質土で，
遺物はない。柵状遺構は，ほ
ぼ同じ位置での建て替えが認
められる。南側の列はN71°
Eの方向をもち，北側の列は
N73°Eで，多少方向を異に
する。南側の列が古く，北側
の列は建て替えである。柵を
構成する杭の間隔はおよそ
0．6m，深さは最も深いもの
でも0。15mしかない。埋土は
灰色砂質土で，2か所で底に
小礫が置かれていた。溝を柵
状遺構が切っており，溝を掘
られたあとで柵が建てられ，
さらに柵の建て替えがあった
ものと推定される。柵状遺構
の埋土に含まれていた土器の
細片は中世の土師質高台付椀
の可能性があり，第睡層・第
W層の土器片の年代からみ
て，これらの遺構は中世のも
のである可能性が大きい。し
かし，いずれの遺構もかなり
の削平を受けているものと思
↓
第3⑪図　第W層上面の検出遺構
一〇
2m
　∫
。1
　　2．5m彩一
縮尺　1／40
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遺　　構
われる。第皿層と第W層の境界には明瞭な酸化鉄の沈着の層がみられ，この段階で周辺一帯の
水田の作付けが中断され，一定期間何らかの建造物が構築されていたものと推定される。
4　遺　　物
　（1）出土状況
　第X層（黒褐色粘質土層）からは石鍛6点と多量のサヌカイト片・土器片が出土した。サヌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
αw
馳S52
が
　　　O
S51轟
◎
N
○土器島石鍬鯵剥
　　o　　　　O
　　　O
　　O
　　　　　l
　片　　　o
第31図
　　　　翻　　　o
　　　O
　　　露　　鯵
　　鯵　　繕
　　馨　鯵
o
翻　　　　　　　　　　鯵
醗　　　　　　　　　o
鯵
　　　㌔％　　爵o　　麟S49　　㌔
　　　　　　　　鯵露
　　鶴霧
　翻訂
翻
2m
第X層の遺物分布
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カイト片は可能な限りすべての細片まで平面図に位置を記録し，高さを発掘区西壁の層位図に
投影した（第31図）。第X層の上面と下面は発掘区内ではほとんど凹凸がないため，第X層内
での遺物の垂直分布をほぼ忠実に表わしている。大部分の遺物は第X層の上面から出土してお
り，第X層上面が生活面を形成していたものと思われる。石鎌と剥片・砕片は比較的散漫に分
布しており，石核も認められず，この地点を石器製作趾と積極的に考えることはできない。し
かし，石器製作の際に生じたと思われる小さな砕片が多く，これらは近辺の石器製作量から廃
棄された剥片・砕片である可能性が大きい。第X層下部からは石鐡が1点だけ出土しているが，
この石鍛は基部の扶りが深く，他の石鍛と形態を異にしている（第33図S52）。第X層からは
縄文時代晩期の土器も出土しているが，それらは第X層上部に含まれており，この石鐵はさら
に時代がさかのぼる可能性もある。
　（2）土　　器
　本調査区では主に第X層から100点余りの土器片が出土している。縄文時代晩期土器も認め
られるが，大半は弥生時代前期から中期前半に属するとみられる。出土土器はいずれも小片で
図示し得たものは極めてわずかであった（図版23－1，第32図）。
　178・180は弥生時代中期前半の壷である。178は肩部に箆描の平行沈線文と連続の刺突文が
施されており，180は頸部から肩部にかけて櫛描の平行沈線文と波状文とが施されている。179
は弥生時代前期の甕かと思われるが，確実ではない。181・182は弥生時代前期の甕の底部であ
る。179は第皿層から，他は第X層からの出土である。
　　くゑ　ゴ　ピ 慮「＼
　　　　　　　　180
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　181
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江．○ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　182
　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm　　　　　　　　　　O　　　　　　　　10cm　　　　　　－　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　第32図　包含層出土土器　　　　　　　　　縮尺　1／2・1／4
（3）石器（図版23－2・3，第33図）
　本調査区では石鐡6点，サヌカイト製剥片78点の出土をみた。大半の遺物は第X層上部から
の出土であり，大きくは縄文時代晩期から弥生時代中期前半にかけての時期におさまるとみら
れる。ただし上述したように第X層下部から出土した石鍛S52はよりさかのぼる時期の所産の
可能性があろう。
　石鑑（S49～54）　　出土した石鍛はいずれもサヌカイト製である。　S　49は最大長30mmを測
一38一
遺　　物
る大形の平基式石鍛である。S50～52は凹基式石鑑で，　S50・51は基部の扶りが比較的浅く，
S52は深い扶りをもっている。　S52はb面に素材の剥離面を大きく残しているが，他の石鍛は
いずれも両面に全面調整加工が施されている。S49のb面先端部の調整加工痕は階段状を呈し
ている。S53は石鍛の先端部もしくは脚部の破片であり，　b面には素材の剥離面を残している。
S54は石鍛の未製品である。下端側の調整加工の際に大きく破損し，放棄されたものと推定さ
れる。素材は点状打面をもつ横長剥片とみられ，石鍛の先端部は剥片の側縁側に作出されてい
る。
＜こ7s49
5　小 結
　、　G　　b　a　　　　　　　b’　　 S53　　く》　　S5尋
　　　　第33図　包含層出土石器
　ノ　　ビ
く二＞　　S52
0　　　　　　　　　　　　5c鵬
縮尺　2／3
　B地点の調査は20㎡足らずの狭い範囲にとどまったが，微高地上の土地の利用状況について，
いくつかの事実が明らかになった。
　この微高地は，東西に帯状にのびると推定されるが，試掘調査の結果によると幅は狭く，弥
生時代の段階では居住地等には適さなかったものと思われる。しかし，黒褐色粘質土が比較的
安定して堆積しており，たびたび冠水を受けるような状況ではなかったらしい。B地点の南
150mに位置するBH13区では弥生時代前期の水田面の可能性がある第X層の上面は標高約
1。9mであり，それにくらべてB地点の第X層上面は0．6～0．7m高い。
　B地点周辺は，縄文時代晩期以前の段階では，幅の狭い微高地上にアシ等が茂る景観を呈し
ていたものと思われる。縄文時代晩期から弥生時代中期にかけて，石器製作をともなうような
活動がおこなわれ，石鍛やサヌカイト片が散布する生活面を形成した。それ以後のある段階で
水田化がおこなわれたと思われるが，時期はあまり限定できない。中世頃にこの水田の作付け
が停止され，柵等が建てられる。この面は，A地点・C地点でも観察され，比較的広域にわたっ
て土地の利用状況に変化が生じた可能性がある。B地点でも陸軍による用地接収時の畦と畝の
跡が残されている。
　サヌカイト製の石鎌と剥片の分布状況は，ある段階でひとつの生活面を形成していたことを
示している。しかし，剥片の数はあまり多くなく，ここで石器製作がおこなわれていたとは考
一39一
B地点（BE14区）の発掘調査
えられない。石器製作の際に生ずると思われる剥片が多く含まれていることから，近辺に石器
製作趾の存在を推定するのが適当であろう。
一40一
第6章　C地点（BGl4，　BHl3～15区）の発掘調査
1　調査区の位置
　C地点は，農学部グランドの東側から南側にかけての地点に位置する。北・西の2方向から
来た排水管が合流し，合併処理槽につながる部分である。7ヵ所にわたる試掘調査の結果，北
東部分が微高地で，南西部分が低湿地状を呈し，いずれも
弥生時代の遺構・遺物を検出する可能性があると判断し，　　　　1
一 一総延長135mの発掘区を設定した（第34図）。弥生時代遺物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
包含層の直上まで機械で掘り下げ㌧以下を幅0．5mの範囲　　　　’ 一
で精査する方法をとった。微醜上と，その縁辺部で溝を　　…
一
検出した部分は，幅LOmに拡張して調査をおこなった。　　　4
一 一調査区西寄りでは，コンクリートの基礎や湧水のために調　　　　5
査を断念した部分がある。この調査区ではBHI3区（合併　　　　｝
?搗?юﾝ錠地）で検出され罐の延長部分が繍さ札　　『
一一　　N
微高地から低湿地へ移行する部分の状況が明らかになり，　　　　7
一 一
BHl3区と周辺の地形や遺構の関係を理解するための資料　　　　8
を得ることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
喜313a，L．卸一＋　一　　’
一 一」＿一一ユ＿＿⊥
10
23　1　22　1　21　　｝　20　　1　19　　1　18　　1　17　　1　16　　｛　］5　　1　14　　1　13　1　12　　「二二一一｝一一一一一一一一一一
l　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　l習
0　　　　　　　　　　　　20m
第舗図　調査区の区割 縮尺　1／600
2　層 序
　C地点の層序は，場所によって大きく異なる（第35・36図）。1～8区はもと微高地で，B
地点と似た層序をもつ。9・10区と31～33区では畦状遺構iと溝がはしる。11～23区はもと低湿
地で，弥生時代の水田の可能性がある。
　現地表は標高3．7～4，lmである。第1層（黄褐色砂質土層）は造成土で，造成前の地表面の
標高は3．lm前後を測り，　B地点に比べてやや低い。第旺層（青灰色粘質土層）は造成前の耕
作土である。第皿層（黄灰色粘質土層）は水田層で，酸化鉄の沈着が認められる。第W層（淡
一41一
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黄灰色粘質土層）も水田層であるが，酸化鉄の沈着は薄い。以上の第W層まではA・B地点と
も共通しており，古代もしくは中世以降に形成されたものと思われる。微高地上では第W層の
下に黒褐色粘質土層（第X層）が認められる。B地点と同様第X層の上面には弥生時代の土器
片とサヌカイト製の石鍛・剥片が認められるが，量はあまり多くない。第XIa層（茶褐色砂
質土層）と第X盟層（淡茶褐色砂層）は無遺物層で，第X亜層は基盤の礫層である。低湿地部
分では，第W層の下に暗灰色粘土層（第V層）が認められる。A地点でみられた古墳時代から
古代にかけての層と対応するらしい。これ以下の層は基本的にBHl3区と共通している。第眠
層（茶褐色粘質土層）と第X層（黒褐色粘質土層）は水田の可能性があるが，小畦畔等は検出
できなかった。第X層上面の標高は1．95mである。なお，14区から15区にかけて，第X層上面
で足跡状遺構を検出した（図版26－2）。
3　遺構と遺構関連遺物
　本調査区では，溝3，
畦状遺構1を検出した　　　　　　　　　　33　　1　　32　　　1　　31　　　｛
（第37図）。SD1は
東西に流路をもつ，幅
2。Om，深さ0．25mの
溝である（図版25－
1）。埋土は黒褐色の
粘質土である。SD2
は東西に流路をもつ溝
で，幅1．8m，深さ0．2m
を測る（図版25－2）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第37図　検出遺構i　　　　縮尺　1／200埋土は黄灰色の砂層で
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ある。SD3も東西にはしる幅1。5m，深さ0．35mの溝である（図版26－1）。埋土は下層が黒
灰色粘質土層，上層が黄灰色砂層であり，上層はSD2の埋土と対応するらしい。　SD2の埋
土下層からは縄文土器・弥生土器の破片が比較的多量に検出された。この中には縄文時代後期
の土器片が1点含まれるが，他は縄文晩期から弥生前期にかけてのものである。SD2とSD
3の問には畦状遺構（SXl）がある。黒褐色粘質土からなり，上面の幅は0．6mである。こ
れらの遺構の性格についてはBH13区の報告を参照されたい。
4　その他の出土遺物
　ここでは本調査区の包含層より出土した遺物について説明する。本調査区では主に第W～X
層から土器および石器がまとまって出土している。
　（1）土器・土製品
　出土土器の大半は弥生時代前期土器であり，第礪～Xの各層から出土している。これ以外に
は若干の縄文土器や1点の円盤状土製品がある。また層位不明ではあるが，亀山焼の甕も出土
している（第38図183）。以下縄文土器および弥生土器を中心に説明を加える。
　縄文時代後期の土器（図版27－1，第39図）　　該期に属するとみられるものが1点出土し
ている（204）。204は2条の沈線間に細かいRL縄文が充填され，上段の沈線の上位は箆ミガ
キが施されている。縄文時代後期中葉に属するものであろう。31区第X層からの出土である。
　縄文時代晩期の土器（図版27－1，第38～40図）　　該期の土器も極めてわずかであった
（189・205・206・229）。189・205・229はいずれも口縁部に刻目突帯文をもつ深鉢とみられる
が，小片のため詳細は不明である。206はこの深鉢にともなうとみられる鉢である。「く」の字
形に屈曲する口縁部片で，外面に箆ミガキを施している。189は第珊層，他は第X層からの出
土で，いずれも晩期末葉に属するものである。
　弥生時代前期一中期籾頭の土器（図版27・28，第38～40図）　　本調査区では該期の土器が
最も豊富に出土している。
　壺には口縁部に段をもつもの（217），頸部に削り出し突帯をもつもの（233），頸部もしくは
肩部に削り出し突帯と箆描沈線をもつもの（191・194・230），肩部に貼付け突帯をもつもの
（231）なども存在するが，多くは頸部あるいは肩部に箆描沈線を施したものである（192・193・
207～210・220）。またロ唇部に凹線が施されたものも存在する（232）。184・218・219・221は
壼口縁の無文部の破片で詳細は不明である。
　甕には口縁部が「く」の字形に外反するものと倒L字形を呈するものがある。前者には頸部
に段をもつものは認められず，ほとんどに箆描沈線を施している（212～215・222・235・236）。
このうち212・235は口唇部に刻目をもっている。この他に口唇部に刻目をもつが小破片で頸部
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以下の施文が不明のものがある（195・197・234）。後者には頸部に箆描沈線をもつもの（196・
211）と櫛描沈線をもつもの（185）があるが，ともに出土量はわずかである。また186・187・
198・199・216は箆描沈線をもつがロ縁部形態不明のi甕である。
　237は小形の手捏ね土器とみられ，底部はていねいなナデ調整である。
　底部は202・203・223・226が壼，200・201・224・225・227・228は甕のものとみられる。
225には底面に焼成後穿孔が存在する。
　時期不明の土器（図版28－1，第38図）　　190は内湾する胴部上半部の破片とみられるが，
器形不明である。上端に穿孔をもち，穿孔を中心に重弧文が施され，その外側に直線文が垂下
されている。
　円盤状土製晶（図版28－1，第38図）　　188は弥生時代前期の甕の頸部から胴部にかけて
の破片の周囲を整形した円盤状土製品である。表面には2条の箆描沈線が残っている。
　（2）石器（図版29，第41図）
　本調査区では石錺il1点，石錐2点，スクレイパー1点，襖形石器4点，サヌカイト製剥片
402点の出土をみた。石器はいずれもサヌカイト製で第欄～X層中からの出土である。各層の
出土土器からみて，出土石器類の多くは弥生時代前期に属するものと推定される。石器は土器
と同じく北側の1・2区と南側の31・32区で集中的に出土するが，ここでは層位・地区にはこ
だわらず一括して記述する。
　石鎌（S55～65）　　S55は円基式石嫉である。先端部を欠損している。　S56は平基式石鎌
である。重量はL39を量り，本調査区出土の石鍛の中では最も大形である。　S57～65は凹基
式石鎌である。基部の挟りの深度にはバラエティーがあり，S57～59は基部の扶りが浅く，一
方S65は扶りがかなり深くなっている。またS64は両側縁に一対の扶りが加えられ，特異な形
一47一
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　態を示している。本調査区出土の石鎌中，S59は片面に，　S64は両面に素材の剥離面を残して
　いるが，他の石鎌はいずれも両面全面に調整加工が施されている。
　　石錐（S66・67）　　S66は石錐の錐部欠損品と考えられる。つまみ部a面には自然面を一
　部残している。S67は小形細身の石錐である。つまみ部は小さく，比較的長身の錐部が作出さ
　れている。主に錐部の両側に連続した調整加工が施され，両面には素材の剥離面を大きく残し
　ている。
　　スクレイパー（S68）　　S68はa面右側を折れのため欠失している。残存する二縁は両面
　からの細部調整による刃部となっている。
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　襖形石器（S69～72）　　S69は平面形は正方形に近く，三縁に敲打痕が認められる。残り
のa面左側縁は戴断状の剥離面となっている曾a面の一部には自然面を，b面中央には素材の
主剥離面をそれぞれ残している。S70は平面形はほぼ長方形をなす。　a面上・右縁に敲打痕が
認められ，下縁にも敲打痕が存在する。a面左縁は戴断面とみられる。　S71・72はいずれも一
側縁にポジティブな戴断面を有する襖形石器の砕片である。S71はa面右・下縁に敲打痕が残
存する。S72は下縁に敲打痕が存在し，　c面の裏面は自然面のままである。
5　小 結
　C地点の調査では，BH13区（合併処理槽埋設予定地）で検出された弥生時代前期の溝と畦
状遺構の延長部分が明らかになり，あわせてこれらの遺構と微高地や低湿地との位置的な関係
を知ることができた。
　C地点の北半は基盤が高く，それを砂層がおおっている。この上に黒褐色粘質土が堆積し，
上面が弥生時代前期頃の生活面となっていたと思われるが，遺構はまったく確認されず，また，
遺物の出土量も多くはなかった。発掘区の南半は低湿地であり，当時の地表面は微高地上より
約0．7m低かった。畦状遺構をはさむ2本の溝が，微高地の縁辺に平行してはしっている。微
高地縁辺部に黒灰色の粘土層が堆積している状況はA地点でも観察できたが，C地点ではその
上に畦状遺構がみられ，さらに低湿地側には溝が掘られている。畦状遺構の微高地側の溝は，
掘り込んだというよりも畦状遺構の構築の結果形づくられたものと思われ，微高地側からの排
水が低湿地に直接流入しないような目的をもつかと推定されるが，この畦状遺構が実際に水田
経営にともなうものであったかどうかは明らかでない。
　発掘区の南半は，古墳時代から古代にかけての段階までは依然として低湿地であったと思わ
れ，それ以降しだいに微高地との差がなくなり，明治時代には完全に平坦になっている。古墳
時代から古代にかけて形成されたと思われる粘質土層は水田層というよりもむしろ低湿地にお
ける水成粘土の堆積と考えられ，必ずしも水田経営が一貫して継続されていたとは考えられな
い○
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第7章　考 察
1　縄文時代晩期土器について
　今回の調査において本遺跡群からは比較的豊富な縄文・弥生土器のほか，少量の古墳時代以
降の土器の出土をみた。ここでは瀬戸内地方において良好な資料の少ない縄文時代晩期の突帯
文土器群を主として取り上げて，その編年上の位置づけを中心とした検討を加えたい。
　今回出土した縄文時代晩期土器のうち，口縁部片もしくは有文土器片についてはほぼ全点が
各調査区の報告中に図示されている。資料数としては必ずしも充分ではないが，以下において
は該期の土器のうちで過半を占める口縁部に突帯文をもつ深鉢を主に取り上げて分析をおこな
うこととする。
　（1）深鉢の分析
　以下の深鉢の分析では，突帯の貼付け方と突帯上の刻目の形態との相関の検討を中心とした
　　　　　　い　家根祥多の方法を主に援用する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　器形　　深鉢の器形は屈曲する肩部をもつA類と砲弾形を呈するB類とにわけられる。本遺
跡群では小破片が多く，その器形を明確にし得るものは少ないが，深鉢の大半はA類に属する
とみられる。確実にBi類に属するとみられるのはわずかに1点（163）のみであった。またA
類には波状［コ縁になるもの（98・158）が存在し，頸部に沈線文をもつものが存在することと
ともに，瀬戸内地方の地域的特徴といえよう。なお，頸部外面は無文のものも沈線文をもつも
のもともにナデ調整されており，貝殻条痕を残すものは認められない。
　胴部はすべて小破片であり，ほとんど図示していない。その中で106は横位の沈線が施され
ており，44は貼付け突帯をもつ胴部破片の可能性がある。44は小破片で磨滅も著しく疑問は残
るが，本遺跡群においては胴部に文様をもつ深鉢は以上の2点のみであり，これら以外に押引
文や爪形文，突帯などを胴部にもつものは認められない。底部は大半が平底をなすとみられ，
わずかながら尖底気味の丸底のもの（85）も存在している。
　口縁部突帯の分類（第42図）　　口縁部突帯は突帯を上下両側から押え断面二等辺三角形に
なるa型，上側からのみ押えて，たれ下がる形態をなすb型，逆に下からなで上げるように施
すc型に大別される。さらに口唇部の面取りの有無と突帯のつく位置によって1～4にタイプ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンま　わけされ，両者の組合せによって12類に細分される。
　刻圏の分類（第43図）　　突帯上の刻目には箆をねかせて刻むD字，箆を垂直に立てて刻む
V字，箆をねかせて突帯上をすべらす横長の楕円形を呈するO字，これらを浅く刻む小D字，
　　　　　　　　　　　　　　　　ら小V字，小○字，指刻みなどがある。
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第砿図　口縁部突帯の分類
　突帯と劇目の相関（第1表）　　以上の突帯と刻目の分類にもとづき，さらに口唇部の刻目
の有無を加えて本遺跡群の資料を分類集計した。ここでは資料数が乏しく，層位・地点ごとの
有意な傾向はとらえ難かったため，各調査区出土資料を一括した。また突帯上の刻目が浅いも
のは形態にかかわらず，小DV字として一括して分類した。
　本遺跡群においてはa1型・a2型・b2型突帯が存在する。以上の他にA地点でa4型に
属する可能性があるものが1点出土しているが，小破片で不明瞭であり，ここでは，集計から
省いている。各型の中ではa2型が67．7％を占めており，口唇部を面取りするa1型は9．7％
に過ぎない。また口唇部に刻目をもつものは全体の22．6％である。以上から本遺跡群において
は，口縁端部からやや下がった位置　　　　　　　　第1表突帯と刻目の相関
に突帯がつき，口唇部は面取りされ
ず，口唇上には刻目をもつものが比
較的少ないという傾向を認めること
ができる。
　突帯上の刻目はV字が過半数の
51。6％を占め，D字と小DV字，　O
字と続き，刻目のないものは1点に
過ぎない。資料数が少ないため，突
帯と刻目の相関は明瞭ではないが，
a1・a2型突帯はV字刻みとの結
びつきが強いと推定できる。
　突帯の幅と高さ（第44図）　　最
後に口縁部突帯の幅と高さを検討す
る。これは家根の分析においては積
極的に検討されていないが，本遺跡
突帯 D　　ノ」・DV　　O　　　V　　　なし 計　　　％
a！
≠Q
b
0　（O）　　1　（0）　　0　（0）　　2　（1）　　0　（0）
S　（1）　2　（1）　　1　（0）　13（3）　　1　（0）
P　（0）　　2　（1）　　3　（0）　　1　（0）　　0　（0）
3（1）9。7
Q1（5）67．7
V（1）22．6
計％ 5　（1）　　5　（2）　4　（0）　16（4）　　1　（0）
P6。1　　　16．1　　　12．9　　　51．6　　　　3。2
31（7）（22．6）
高
さ
贈鵬
5
o
鐙a1型
・a2型
△b2型
（）内はロ唇部に刻目あるもの
○
　　　ム゜°@　鴛
鯵　OO舶　o
　　　　　　　　　　　
　Ω△O㊨　　△　　○
　OO
　　　　5　　　　　　10
　　　　　　　幅
第姻図　口縁部突帯の幅と高さ
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群の資料と後述する百間川沢田遺跡の資料とを比較すると口縁部突帯の太さに一つの差が認め
られるため，今回分析の対象とした。なお突帯は部位によって太さの変化が著しいが，計測は
平均的な太さと思われる部位に対しておこなった。突帯の幅と高さの分布はそれぞれ6～10mm，
2～7。5撒の問におさまる。中でも高さは3～6磁の問に集中しており，本遺跡群の資料は比
較的まとまった分布を示している。突帯の幅と高さの平均はそれぞれ7．7闘，3。7mmであり，相
対的に細めの突帯が多いという傾向を認めることができる。
　以上の分析からは本遺跡群の深鉢は一括出土遺物ではないが，比較的強い類似性を示してお
り，ほぼ単一時期の資料としてとらえることが可能であろう。
　（2）深鉢の編年的位置づけ
　以下においては本遺跡群の深鉢の編年的位置を既知の資料との比較によって検討する。
　前池式　　瀬戸内地方では最古の突帯文土器として前池式土器が縄文時代晩期後葉に編年さ
　　　　　れている。標式遺跡の岡山県山陽町南方前池遺跡の深鉢はA類の器形をとるものが大半で，突
帯はa！型のものが卓越し，面取りされた口唇部には刻目をもつものが多い。口縁部の突帯以
下には，沈線文をもつものを除くと多くの個体が貝殻条痕を残している。また肩部の屈曲部に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は爪形文もしくは二枚貝腹縁による押引文が認められる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シま　　同じく前池式に属する倉敷市広江・浜遺跡出土の突帯文土器については家根の分析が公表さ
　　　　　れている。それによると同遺跡の深鉢はA類に属するものがほとんどで，al型突帯がほぼ半
数を占め，a2・cl・b2・b！の順でこれに次いでいる。突帯上の刻目は他地域と比較し
て浅いことが指摘されているが，V字が44．3％と最も多く，　D字が28。6％で続き，以下小DV
字，0字の順になっている。ロ唇部に刻目をもつものは92．9％に達している。また広江・浜遺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セまエむ跡出土資料においても器表に貝殻条痕を残すものが大半であるとみられる。
　この前池式と本遺跡群の深鉢とを比較すると，本遺跡群の深鉢がa2型突帯を主体とするこ
と，日唇部に刻目をもつものが少ないこと，器表に貝殻条痕を残すものや肩部に爪形文・押引
文をもつものが認められないことなどが前池式とは大きく異なり，明確に分離できる。この両
者の差は時期差によるものであり，本遺跡群の深鉢は後述する沢田式との類似からより後出の
ものといえよう。
　沢田式　　瀬戸内地方では岡山市百間川沢田遺跡の資料が前池式に次ぐものとして縄文時代
　　　　　　　　　　　　　　エユ晩期末葉に位置づけられている。近年同遺跡の報告書において調査者の岡田博は土器溜り13・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ままユ　14出土資料に対して沢田式という型式名称を与えている。
　沢田式の深鉢はA類が過半を占めるとみられ，確実にB類の器形をとると判断できるものは
極めてわずかである。またロ縁部のほかに胴部にも突帯をもつものも若干存在している。底部
は平底を主体とするが，わずかではあるが丸底のものも認められる。
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　日縁部突帯と刻目および口唇上の
刻目の有無について，実見し得た沢
　　　　　　　　　　　　　ンまユヨ田式の深鉢254点を分類集計する（第
2表）と，沢田式ではa2型突帯が
57。9％を占め，本遺跡群では明確に
認められないa4型が16．5％でこれ
に次ぎ，以下al型，b2型の順と
なっている。突帯上の刻目は本遺跡
群とは異なりD字が52。0％，V字が
27．2％で，両者の関係が逆転してい
る。口唇部に刻目をもつものは全体
の5。5％に過ぎず，本遺跡群よりも
その比率は減少している。
　本遺跡群出土資料と沢田式の深鉢
第黛表沢田遺跡における突帯と刻目の相関
突帯 D　　小DV　　O　　　V　　　なし計　　　％
a115（2）　　5　（1）　　6　（0）　　6　（3）　　0　（0）32（6）12．6
a285（3）　15（1）　12（0）　35（1）　　0　（0）147（5）57。9
a34　（0）　0　（0）　0　（0）　　2　（0）　　0　（0）6（0）2．4
a415（1）　　5　（2）　4　（0）　17（0）　　1　（0）42（3）16．5
b！ 0　（0）　　1　（0）　　0　（0）　　0　（0）　　0　（0）1（0）0．4
b210（0）　　2　（0）　　0　（0）　　6　（0）　　0　（0）18（0）7ユ
b43　（0）　　2　（0）　　0　（0）　　1　（0）　　0　（0）6（0）2．4
c10　（0）　0　（0）　　0　（0）　　1　（0）　　0　（0）1（0）0。4
c20　（0）　0　（0）　　0　（0）　　1　（0）　　0　（0）1（0）0．4
計 132（6）　30（4）　22（0）　69（4）　　1　（0）254 14）（5．5）
％ 52．O　　　l1．8　　　　8．7　　　27．2　　　　0．4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は口唇部に刻目あるもの
との問には上でみたような相違のほかに，沢田式には本遺跡群にはみられない幅10醐を越える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユぐ太い日縁部突帯をもつものが少なくないという違いも指摘できる。
　現在の突帯文土器編年では，時期が新しくなるにしたがいa2・b2型突帯主体からa4・
b4型突帯中心へ変化すること，口縁部のみに突帯をもつものに胴部にも突帯をもつものが加
わり，しだいに後者が増加すること，口唇部に刻目をもつものがなくなることなどの漸移的変
　　　　　　　　ぬら化が指摘されている。このような時間的変化を踏まえると，本遺跡群の資料と沢田式との相違
は前者がより古い要素を多く残していることによると考えられる。本遺跡群の深鉢の突帯上刻
目はV字のものが多く，広江・浜遺跡の前池式に近似することも傍証の一つであろう。
　以上のように本遺跡群の資料と沢田式との問には総体的に比較した場合若干の時間差にもと
つくとみられる相違が存在するが，一方でともにa2型突帯が過半数を占めるという大きな共
通性を認めることができる。さらに本遺跡群の個々の資料については，その対比例を沢田式の
中に求めることが可能であり，両者の類似性はかなり強いものである。沢田式が量的に豊富な
一括資料であるのと比較して，本遺跡群の資料は質・量ともに充分なものとは言い難く，ここ
では本遺跡群の資料を大きくは晩期末葉の沢田式の範疇でとらえ，その中でも古い部分に相当
すると位置づけておきたい。
　本遺跡群の深鉢の編年的位置づけは，沢田式の細分問題も含めて今後の良好な資料の出現を
まって再検討したい。
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　（3）器種組成
　これまで述べてきたように本遺跡群の縄文時代晩期の突帯文を有する深鉢は編年上はほぼ晩
期末葉の一時期に限定されるとみられる。したがって，本遺跡群における深鉢以外の縄文時代
晩期土器も深鉢とともに晩期末葉に属する蓋然性が高い。以下においては，その前提のもとに
縄文時代晩期末葉の器種組成について簡単に触れておきたい（第45図）。
　深鉢　　本遺跡群の資料は小破片がほとんどで，個体識別が困難であったため，具体的な器
種組成比は不明であるが，該期においては深鉢，中でも深鉢A類が器種組成の大半を占めるも
のとみられる。深鉢の特徴についてはすでに述べたので，ここではこれ以上は触れない。
　鉢　　本遺跡群では深鉢と浅鉢との中間的形態をとるとみられる精製土器が存在し，ここで
は鉢とする。この鉢とみられるものには152・206がある。黒褐色または暗黒灰色を呈し，いず
れも器表が箆ミガキされた精製土器である。両者は口縁端部の形態に違いをみせるが，ともに
肩部が「く」の字形に屈曲する器形をとるとみられ，152の肩部上位には1条の沈線を施して
いる。176・177も152とほぼ同一の器形と施文を示すとみられ，類例は沢田遺跡にも求めるこ
　　　　　ユ　とができる。
　浅鉢　　［コ縁部内面に沈線をめぐらすものが2点存在する（107・108）。ともに口縁部が若
干外反気味に開く器形を呈している。沢田遺跡で認められる口縁部が外反しない椀形の浅鉢の
存在は本遺跡群では明らかでない。また前池式に存在する口縁端部内面が肥厚する浅鉢や頸部
が強く屈曲する浅鉢も認められない。
　壺　　今回の資料中には2点存在する（72・109）。72は内外面とも磨滅が著しく調整は不明
であるが，109は外面に箆ミガキを施した黒色の精製土器である。ともにやや外反気味に開く
1コ縁部片であるが，72は口縁端部が尖り気味に終わるのに対し，109は端部が外側につまみだ
され，小さく肥厚している。
　以上のように深鉢・鉢・浅鉢・壺が本遺跡群の資料からは縄文時代晩期末葉の基本的な器種
組成ととらえることができる。この器種組成は沢田遺跡のそれと共通するものとみられるが，
o
158
深鉢A類
　　54
驚n
　　163
深鉢B類
　　30c瀧
《
152
璽ぎ了
　　206　鉢
徽7鱗7　　　107　　　　　108
　　　　浅　鉢
「「7　灘7
　　　72　　　　　109
　　　　　壷
第葡図　縄文晩期土器の器種組成 縮尺　1／6
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鉢以下の器種において沢田遺跡とは多少の形態の相違も認められる。この相違が一型式内での
バリエーションであるか，若干の時期差によるものかは今後の課題としたい。
　（4）まとめ
　本稿では縄文時代晩期突帯文土器群の編年的位置づけを中心に検討してきた。その結果突帯
文土器群を晩期末葉の沢田式の範疇で大きくはとらえ得ることが明らかとなった。
　沢田式は近畿地方の船橋式と型式学的にみてほぼ併行するとみられるが，近畿地方では船橋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　式に後続する最終末の縄文土器型式として長原式が設定されている。この長原式には畿内第1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　様式古・中段階の弥生土器が共伴するとされており，瀬戸内地方でも古式の弥生土器と共伴す
る最終末の縄文土器の存在が予想できる。百間川沢田遺跡の沢田式には弥生土器はともなって
おらず，さらに本遺跡群の資料は沢田式の中でもより古い部分に相当するとみられ，今回の出
土資料中には最終末の縄文土器が欠落していると考えられる。
　既述のように今回の調査において出土した弥生土器は段をもつ古相のものから櫛描沈線をも
つものまで，量の多寡はあるが弥生時代前期初頭から中期前半までの各期のものを含んでいる。
したがって，今回の出土資料からは弥生土器においては前期から中期前半にかけての連続的な
変遷を追えるのに対し，縄文土器と弥生土器との間には時間的な断絶が認められる。
　このような状況は，本来連続的に存在していたものが，今回の調査範囲では検出されなかっ
たに過ぎないという偶然によるものか，あるいは縄文集落から弥生集落への変化における断絶
を示す一つの例であるかは現状では判断は困難である。
　この問題に関連して注目されるのが本遺跡群の南約800mに位置する岡山市津島遺跡の状況
である。津島遺跡の発掘調査の全容は未だ公表されていないが，津島遺跡南池地点では若干の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　a4型突帯をもつ縄文深鉢と比較的豊富な古相の弥生前期土器が出土している。本遺跡群出土
の弥生前期土器は古相のものが相対的に少ないことを考えあわせると，津島遺跡南池地点の資
料は本遺跡群の資料の断絶を補完する可能性があり，両者の関係が問題となろう。
　これらの問題については，今後の岡山大学津島地区遺跡群の調査を通じて検討を加えてゆき
たい。
2　石器類の分析
　今回の岡山大学津島地区遺跡群の発掘調査において出土した石器の合計は，石鐡35点，石錐
8点，スクレイパー5点，襖形石器19点，使用痕ある剥片1点，磨石2点，乳棒状石斧1点，
柱状片刃石斧1点である。このほかにサヌカイト製剥片1003点を検出している。
　以下においては各調査区の出土資料を一括し，石器組成，石鎌および剥片剥離技術について
の検討を加え石器類のまとめとしたい。
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　地点設定　　今回の各調査区は広範囲に分散して設定されており，遺物の出土量は地点に
よって若干の偏りが認められる。そこで，石器の分布状況から第1地点（BH13区およびC地
点31～33区），第2地点（C地点1～3区），第3地点（A地点），第4地点（B地点）にわけ
て以下の検討をおこなうこととする。第4地点は資料不足でその主体をなす時期は不明瞭であ
るが，先述したように伴出土器からは，第1・2地点は弥生時代前期に属する石器が主体をな
し，第3地点は縄文時代晩期末葉のものが卓越すると推定できる。このように本遺跡群出土の
石器は地点によってはその主体となる時期が若干異なるとみられ，以後の検討に際し注意され
る。
　（1）石器組成
　ここではまず各地点ごとの石器組成を比較し，地点間の差違の有無について検討し，さらに
遺跡群全体の石器組成の特徴を分析する。
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第聡図　出土石器の器種構成比 （）内は点数
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　各地点間の比較（第46図）　　ここで注目されるのは第1地点の石器組成である。第2～4
地点では出土石器中石鍬が卓越しているのに対し，第1地点では石鍬は全体の約1／4を占める
に過ぎない。しかも第1地点では襖形石器が全体の1／3を越え，石鑑を凌駕している。また，
第2～4地点の出土器種には石鎌以外では石錐，襖形石器が認められるに過ぎないが，第1地
点では以上の3器種以外にもスクレイパー，磨石，石斧が存在し，他地点に比べ器種が豊富で
ある。以上のように第1地点と他地点とでは石器組成に顕著な差異が認められる。
　今回は面的な発掘は少なく，その調査面積も大きくはないため積極的な評価はできないが，
第1地点と他地点との石器組成の差を有意なものとするならば，第1・2地点の石器がともに
弥生時代前期を主体とする時期に属するとみられることから，その差は時問差ではなく，両者
の場としての性格の違いによる可能性があろう。
　遺跡群全体の石器組成の特徴　　各地点の資料を一括した石器組成を検討すると，石鐡に次
いで襖形石器が多出しているのが注目される。瀬戸内地方では該期の石器組成が明らかな例が
乏しいため，ここでの襖形石器のあり方が該期に一般的なものであったかは不明である。
　主体となる時期が若干異なるが，岡山県教育委員会による岡山市百間川兼基・今谷遺跡の調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シま　査では懊形石器は3点報告されているのみであり，同じく岡山県教育委員会による邑久町門田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ貝塚の調査でも襖形石器の出土は数点に過ぎない。土記2遺跡はより新しい時期を主体とする
とみられ，発掘規模の違いもあり，単純に比較はできないが，前二者の模形石器の僅少性は本
遺跡群とは対照的である。これらの相違が時期差によるものか，あるいは遺跡の性格等のそれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以外の要因によるものかの検討は今後の資料の集積をまっておこないたい。
　（2）石鍛の分析
　本遺跡群では今回の調査で破損品，未製品も含め合計35点の出土をみた。ここでは各地点間
の比較から，石鐡の形態の時間的変化を中心に検討する。
　分類（第47図）　　本稿では石
嫉をその基部形をもとに1～W類
に大別する。1類は円基式石鍛，
藍類は平基式石鍛，蟷類は基部の
扶りが浅い凹基式石錨i，W類は基　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工類　 ∬類　 斑類　 w類部の扶りが深い凹基式石鐵であ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第群図　石鍛の形態分類模式図
る。さらに各類を両面の素材面の
残存状況によって，a（素材面を残さず，両面とも全面に調整加工が施されているもの），　b（片
面に素材面を残すもの），c（両面に素材面を残すもの）に細分する。本遺跡群の分類可能な
石鎌は28点であった。
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　各類の構成比（第48図）　　各地点の分類可能な石鐡数は最多の第1・3地点で各10点に過
ぎず，積極的な評価はできないが，各地点とも逓類が半数以上を占めている点は共通した特徴
として認められる。第3地点では1類がやや顕著であり，他地点に比べ睡a類の比率が低いこ
とが注意される。さらに素材面の有無を注目すると，第1・2・4地点では素材面を残さず，
全面調整されたものが卓越しており，基部形の違いを越えた共通の特徴となっている。一方，
第3地点では両面とも全面調整されたものは10点中5点で，他地点と比べその比率は低くなっ
ている。
　長幅分布（第49図）　　ここでは完形もし
くはそれに準じる石鎌23点をとりあげた。資
料数が乏しく，石鍛各類ごとの有意な傾向は
認め難いため，ここでは各類を一括して扱
かっている。この石鍛の長幅分布からは，大
半の石鍼が長さ14～24mm，長幅比1／1～3／2の
範囲におさまり，本遺跡群の石鎌が全体では
大きさの上でかなりまとまりがあることを認
めることができる。しかし，一方で第1地点
と第3地点の長幅分布を注目すると，第3地
点は第1地点に比べて，大きさの変異がより
大きく，長さが25mmを越えるものも存在する
ことが注意される。
　各地点間の比較　　以上の石鐵の分析によ
ると，各地点の石鐡群は形態上は共通したあ
り方を示していると考えられる。その一方で
資料不足ではあるが，第3地点と他地点，特
に第1地点とでは大きさの変異，素材面の残
存度において若干の差異が認められた。先述
したように各地点はその主体とする時期が多
少異なる可能性があり，中でも第3地点の遺
物の多くは縄文時代晩期の所産とみられ，こ
こでの石鐡群の様相の若干の差異は時間差に
よる可能性があろう。
　広江・浜遺嚇との比較　　本遺跡群出土石
長
さ
長
さ
　　　　　　　　幅
盒第1地点暫第2地点△第3地点▽第4地点
　第聡図　出土石鍛の長幅分布
鴎・
霧／
　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40
　　　　　　　　幅
・第1地点　　　　・第璽地点
第5⑪図　広江・浜遺跡出土石鐡の長幅分布
　　　　　　　　　（注8文献より作成）
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鎌の地点による若干の差異がその主体とする時期の差による可能性を検討するため，縄文時代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ鋒・晩期に属する倉敷市広江・浜遺跡出土の石鎌をとりあげて，その長幅分布を分析する（第
50図）。
　報告によると広江・浜遺跡では縄文時代の遺物は第1地点と第豊地点とに集中しており，第
1地点の遺物は主に縄文時代後期中葉から後葉に属し，第盟地点の遺物は主に縄文時代晩期に
属するとみられる。ここで第互地点と第雛地点の石鐡を比較すると，第亙地点の資料が少なく
問題は残るが，第1地点では長さ26囎を越える大形のものが顕著であるのに対し，第董地点で
は相対的に小形の長さ20麟前後のものが増加する傾向が認められる。さらに第旺地点全体では
長さ15～28醐前後，長幅比1／1～2／1の範囲に分布する石鍛が多く，大きさの変異が比較的顕著
である。この大きさの変異の程度は資料数とも関係すると考えられるが，このような広江・浜
遺跡第盟地点の傾向は本遺跡群第1・2・4地点よりも第3地点との類似性が認められ，瀬戸内
東部における縄文時代晩期の特徴としてとらえ得る可能性があろう。このことを認めると両遺
跡の資料からは縄文時代後期中葉以降，弥生時代前期にかけて，石鑑は大きさの上でしだいに
小形化，規格化されるという傾向を想定できる。
　以上の議論は限られた資料にもとつくものであり，今後の資料の増加をまって再検討したい。
　（3）剥片剥離技術の検討
　本遺跡群では砕片とみなし得る極少のものも含めて1000点を越す剥片が出土したのに対し，
従来の知見で確実に石核と認定できる遺物を欠いている。石核の問題については後に触れるこ
ととし，ここではまず剥片をとりあげて若干の検討を加える。
　i）剥片の分析　　今回の調査で出土した剥片の総数はloo3点であった。既述のようにここ
での剥片は極小で砕片とみなし得るものも一括しているが，以下においては現状で長さもしく
は幅が20mm以上の剥片（以下「大形剥片」と呼ぶ）をとりあげ，各地点ごとに分析する。
なお，C地点31～33区以外からのC地点出土の剥片はすべて第2地点に属するものとする。
　大形剥片・完形剥片の比率（第51図）　　まず各地点の大形剥片の剥片全体に対する比率お
よび大形剥片中の完形またはほぼ完形の剥片（以下「完形剥片」と一括する）の大形剥片に対
する比率を検討する。大形剥片の比率は地点によってバラッキがあるが，完形剥片の比率は各
地点とも比較的近似している。このことは剥片の大きな折れ（もしくは折り取り）が各地点と
も同程度の頻度で生じた可能性を示唆している。
　打面の分類　　ここでは打面形態をA類1自然面打面　B類：剥離面打面　C類：調整打面
D類：点状打面に大別する。ここでいう点状打面とは「打面部を上から観察すると，点状に打
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃点がみえるのではなく，両縁の線がみえないほど，端縁部の線がみられる」ものである。さ
らにこの点状打面においては，端縁部につぶれや端縁部表面側に階段状剥離痕（以下一括して，
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第51図　大形剥片・完形剥片の比率 （）内は点数
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先の襖形石器の場合と同様に「敲打痕」と呼ぶ）を残すものが多く，敲打痕を残さないものを
Dl類，残すものをD2類として細分する。なお，A～C類では敲打痕を残すものは僅少なた
め，ここでは敲打痕の有無による細分はおこなわない。
　各類の構成比（第52図）　　今回の調査で出土した打面を残す大形剥片は201点であった。
各地点とも点状打面をもつD類が圧到的多数を占めており，全体では剥離面打面のB類がこれ
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に次ぎ，A・C類は極めてわずかである。また，　D類においては各地点とも打面部に敲打痕を
残すD2類がDl類を凌駕しており，点状打面と敲打痕との密接な関連性が認められる。
　長幅分布（第53図）　　次に完形剥片について，その長幅分布を検討する。第1地点では完
形剥片は長さ12～25購，幅20～31懸の範囲に比較的集中し，特に長幅比1／2～1／1の横長剥片が
卓越している。第2地点の長幅分布は比較的分散している。長幅比では1／2～1／1と3／2以上と
の大きく二つの集中をみるが，資料数が乏しく積極的な評価は不可能である。第3地点におい
ては長さ12～17醐，幅23～29囎に比較的集中し，長幅比では1／2～1／1のものが顕著であり，第
1地点の長幅分布と近似している。第4地点は完形剥片が6点に過ぎないが，先の第1・3地
点の様相と傾向としては一致している。
　以上の各地点の完形剥片の長幅分布の検討からは，第2地点は若干の問題を残すが，全体と
して，各地点共通した傾向を認めることができる。すなわち，長さ12～25囎，幅17～31灘，長
幅比1／2～1／1の比較的小形の横長剥片が卓越するという傾向を指摘できよう。また，第1～3
地点の長幅比からは長幅比3／2前後からそれ以上にも大形剥片が若干集中する傾向も認められ，
本遺跡群の大形剥片は大多数の長幅比1／2～1／1の横長剥片と若干の長幅比3／2前後以上の縦長
剥片とに大きくは二分される可能性が存在する。ただし，この両者の打面形態はD類の点状打
面が一般的で，多くは共通した打撃方法によって剥離された可能性があろう。
　厚さ度数分窃（第54図）　　大形剥片の厚さ度数分布をみると，全体では各地点ともほぼ厚
さが3～4聯のものが最も顕著である。また，第1・3地点では厚さ9囎，第2地点では厚さ
7勲に小ピークが存在するのが注意される。ここで完形剥片を長幅比1／1を境に横長剥片と縦
長剥片とにわけ，それぞれの厚さ度数分布をみると，横長剥片は地点によって若干のバラツキ
があるが，全体の傾向として厚さ3～4mmを中心とした分布を示すとみられる。これに対し，
縦長剥片ではより分布のバラツキが大きいが，横長剥片よりも厚いものが顕著であり，特に第
1・2地点では大形剥片全体の小ピークと縦長剥片のピークとが対応している。これらのこと
から，横長剥片では厚さ3～4瓢m前後の薄手のものが卓越し，縦長剥片では7～9漁前後のよ
り厚手のものが中心となる傾向が推定される。この横長剥片と縦長剥片の両群は，先の打面形
態の斉一性から，現在のところ共通した剥片剥離技術の所産と想定しておきたい。
　以上の大形剥片の分析からは，限られた属性の検討ではあったが，各地点間の大形剥片には
明瞭な相違は認め難いと考えられる。先の地点による時期差が存在する可能性を考慮すれば，
本遺跡群においては縄文時代晩期末葉から弥生時代前期にかけては，その剥片の形態には顕著
な変化がなく，一連の剥片剥離技術が継続することが予想できよう。
　ii）石核の検討　　先に触れたように今回の調査資料中には従来の知見で確実に石核とし得
る遺物を欠いている。しかしながら，石器素材となり得るサヌカイト製の剥片が多数存在する
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ことから，本遺跡群内で目的剥片の剥離作業がおこなわれたことは明らかである。一方，本遺
跡群の剥片は一般に小形であることから，石核自体も小形であったと予測できることもあって，
石核が遺跡外に持ち出され再利用されるという状況は想定し難い。これらのことから，本遺跡
群内に残された石核は少なくないと推定でき，剥片の出土状況から今回の調査範囲において出
土する蓋然性は高いと考えられる。以上の議論を踏まえて本遺跡群出土遺物を今一度概観する
と，先に懊形石器としたものの中に石核が含まれている可能性が考えられる。
　そこで本稿の襖形石器について再検討をおこなうこととする。
　襖形石器の定義　　従来においては，両極打法による製作もしくは類似した状況での使用を
前提として，形態上は素材の相対する二縁に敲打痕を残すものを襖形石器とすることが一般的
である。しかしながら，本遺跡群の資料では一対の縁辺に敲打痕を残すものと，従来の定義で
は襖形石器に含まれない一縁辺もしくは隣り合った二縁辺にのみ敲打痕を残すものとは，その
縁辺の敲打痕の状態には差が認められず，共通した要因によって形成されたと考えることがで
きる。さらに後者にも懊形石器の特徴の一つである戴断面を残すものを顕著に認めることがで
きる。以上のように両者の共通性は極めて強いことから，本稿では一対の敲打痕の有無にはこ
だわらず，従来の定義を拡大し，両者を懊形石器として一括している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シま　ら　襖形石器の機能・用途　　襖形石器の機能・用途については，現在，懊とする考えと石核と
　　　な　　する考えとが代表的であるが，未だ決着をみていない。岡村道雄は両極打法を用いて石核から
目的的に両極剥片を生産する例を一部で認めているが，基本的に襖形石器の石核説を否定する
立場をとっている。岡村はその根拠として，襖形石器の各剥離面の大きさが，定形的な石器の
素材となる剥片よりはるかに小さいこと，ま
とまって襖形石器が出土した数遺跡では，剥
片石器の素材面に両極剥離痕を残す例が極め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　て限られていることなどをあげている。
　まず岡村があげた第一の根拠について検討
を加えたいが，本遺跡群の襖形石器の剥離面
は戴断面によって切られているものが多く，
その本来の大きさを計測し得る例が乏しいた
め，次善の方法として懊形石器の長幅分布を
検討する（第55図）。これによると，模形石
器の長幅分布はほぼ連続的な変化を示し，長
さ25～35囎，幅24～40mm前後に比較的集中し
ている。先の剥片の長幅分布と比較すると，
mm
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第弱図　懊形石器の長幅分布（砕片は除く）
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全体的傾向としてより大形であり，石核としての必要な大きさを備えているものが多いと考え
られる。戴断面に切られた剥離面の多くは，その本来の幅が懊形石器の現状の幅よりも大きい
とみられることを考えあわせると，先の岡村があげた第一の根拠は本遺跡群には必ずしもあて
はまらないと考えられる。
　また，岡村がとりあげた北海道七飯町聖山遺跡などでは，大形の剥片も多く，襖形石器以外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に確実に石核と認定できる資料も少なくない。これに対し，既述したように本遺跡群において
は剥片は一般に小形であり，石核に相当する遺物も現状では襖形石器以外に見当らない。
　さらに，本遺跡群の襖形石器が石核である場合，その打面は敲打痕をともなう縁辺部である
が，これは本遺跡群の剥片の打面形態に一般的な敲打痕を残す点状打面と対応するものである。
また素材剥片と製品との関係をみると，素材剥片の打面を残す石器3点中2点は敲打痕のある
点状打面を有しており（S5・30），わずかな例ではあるが点状打面を有する剥片が石器素材
に利用されることは少なくなかったと推定できる。
　以上の検討から，本遺跡群における懊形石器は岡村が主に分析の対象とした東日本の諸遺跡
とはその役割を異にし，現状では明確に分離摘出できないが，その中に目的剥片生産のための
石核として用いられたものが存在する可能性が高いと考えられる。
　iii）剥片剥離技術の復元　　本遺跡群における剥片剥離は，以上の分析から，おそらく相対
的に大形の剥片を石核素材として，その縁辺部の稜線上を敲きつぶすように加撃して，随時打
面転移をしながら小形薄手の横長剥片を得るという方法が一般的であったと考えられる。また
先に触れた縦長剥片の一群は石核（襖形石器）の戴断状の剥離痕に対応する可能性が考えられる
が，これらの一群が目的剥片であったかは，現状では明らかではない。このような方法は，一
般的な石核素材としては小形の石材から多数の剥片を生産する必要性に規制されたものとみら
れ，石核の大きさと打面形態を考えあわせると，両極打法が一般に用いられたと推定できる・
　本遺跡群におけるこのような剥片剥離技術の背景には，石器素材のサヌカイトの供給量が限
られたものであったことが想定でき，今後はサヌカイトを始めとする石器素材の供給体制の追
求を含めた検討が必要であろう。
　（4）まとめ
　本項では以上のように石器組成，石鍍，剥片剥離技術についての若干の分析をおこなった。
　石器組成については，本遺跡群内の地点によって組成の差が存在し，それぞれの場としての
性格の違いが認められた。遺跡群全体の石器組成では，石鐡に次いで懊形石・器が多出している
ことが大きな特色であると認められた。
　石鐵の分析においては，浅い凹基式石鎌が主体をなすが，弥生時代前期には縄文時代晩期に
比べて若干規格化する傾向が推定された。
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　剥片剥離技術の検討では，本稿で懊形石器としたものの中に両極打法による石核として用い
られたものが存在することが考えられ，本遺跡群の剥片剥離技術は少量の石材から大量の薄手
の横長剥片を生産することを一つの特徴とすることが認められた。
　以上のように本項では石器類の検討を個別的におこなってきた。先の検討からは縄文時代晩
期から弥生時代前期にかけて石鍛は規格化する傾向が想定されるのに対して，剥片および剥片
剥離技術には時間的な変化は認められず，石鍼の規格化は素材の規格化によってもたらされた
ものではない可能性があろう。今後は特にサヌカイト遺物について，その石核素材の入手から
石器素材の生産，さらに石器の製作に至るまでの一貫した石器製作過程を追求することが大き
な課題であろう。
　追　　記
　本項脱稿後，岡山県教育委員会が1977～1980年度に調査した岡山市百間川沢田・長谷遺跡の
報告書が刊行された。報告書では山田雅子によって主として縄文時代晩期～弥生時代前期に属
する石器群について分析が加えられている。ここではその内容を詳細に検討する時間的余裕は
ないが，二，三気づいたことについて触れておきたい。
　沢田遺跡高縄手調査区では縄文時代後・晩期に属する石器群が検出されている。その石器組
成をみると，石鐡が95点と全体の半数近くを占め，石錐スクレイパーがこれに次いでいる。
襖形石器は22点出土し，全体の約10％を占め，比較的顕著である。また弥生時代前期を主体と
する時期でも遺跡全体で39点の懊形石器が出土している。この模形石器の石器組成に占める比
率は先に触れた百間川兼基・今谷遺跡，門田貝塚よりも本遺跡群に近いと考えられる。よって，
本遺跡群と先の二遺跡との懊形石器の出土量の相違はその主体となす時期の差による可能性が
強い。
　この他に注意されることにサヌカイトの入手に関する問題がある。山田は百間川沢田・長谷
遺跡ではサヌカイト製石器の総重量が約3kgであるのに対し，石器以外のサヌカイトの総重量
が約10kgと多量であることなどから，沢田・長谷遺跡では縄文時代晩期から弥生時代前期にか
けては，サヌカイトが潤沢に入手できた可能性を指摘している。本遺跡群においてはサヌカイ
ト製石器の総重量は約236g，同剥片の総重量は約1024　gであり，出土サヌカイトの総量は大
きく異なるが，石器と剥片の重量比は比較的近似している。沢田・長谷遺跡で襖形石器が比較
的顕著であるのに対し，石核が報告されていないことを考えあわせると，両遺跡のサヌカイト
遺物のあり方は比較的類似した様相を示していると考えられる。当時のサヌカイトの入手量は
遺跡によって格差が存在した可能性もあり，この問題については周辺遺跡の資料を検討して再
考したい。
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　山田雅子「第2節　石器」『百間川沢田遺跡2　百間川長谷遺跡2』（岡山県埋蔵文化財発掘
調査報告　59）1985412～421頁
　謝辞　本章を草するに際し，土器に関しては平井勝，家根祥多，山本悦世の各氏，石器に関
しては森本晋，吉留秀敏の各氏からそれぞれ有益な教示を受けた。また資料実見にあたっては
岡田博，竹本聡美，則武忠直，福田正継の各氏にお世話いただいた。文末ながら記して感謝申
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注19　藤田憲司「中部瀬戸内の前期弥生土器の様相」『倉敷考古館研究集報』第17号　1982
　　　54～132頁
注20報告書の襖形石器1類が本稿の懊形石器にほぼ相当する。
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　　　財発掘調査報告　51）　1982460～469頁
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注22地域は異なるが，大阪市長原遺跡調査地1においては，縄文時代晩期最終末の長原式
　　　土器にともなって本稿の襖形石器に包括されるピエス・エスキーエが138点と多出し
　　　ている。これは石鎌188点に次ぐ出土量であり，本遺跡群の石器組成との類似性が認
　　　められる。
　　　山中一郎「石器遺物」『長原遺跡発掘調査報告』盟　1982　158～204頁
注23　注8文献
注24　注22文献　173頁
注25岡村道雄「ピエス・エスキーユ，懊形石器」『縄文文化の研究』7　1983106～ll6
　　　頁
注26　田中英司「縄文時代における剥片石器の製作について」『埼玉考古』16　1977　33～
　　　47頁
注27注25文献　113～114頁
注28　芦沢長介編『聖山』　1979
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第8章　結 証繭口
　今回の調査で検出された遺構・遺物は，縄文時代晩期から弥生時代前期を中心とする時期の
ものであり，これによって津島遺跡の広がりや周辺の状況を知るための資料を得ることができ
た。また，この時期以後近代に至るまでの比較的広い地域における変遷が明らかになったこと
も重要な成果である。以下，調査結果の概要をまとめておく。
　縄文時代晩期から弥生時代前期を中心とする時期の遺構iとしては，溝（BHl3区・A地点・
C地点），畦状遺構（BHl3区・C地点），土墳（A地点），足跡状遺構（BHl3区・C地点）
があげられる。BH13区では弥生時代前期の水田が存在する可能性が考えられ，花粉分析とプ
ラント・オパール分析によってもその可能性が指摘されているが，明確な水田遺構は確認でき
ておらず，現段階での結論は保留しておきたい。中世のものとしては，B地点の柵状遺構と溝
があげられる。また，BH13区では，近世の「肥溜め」状遺構が認められる。
　今回の調査で確認された最古の遺物は，BH13区で出土した縄文時代中期末の土器片である
が，縄文中期のものはこの1点のみで，後期の土器も極めて少ない。土器の量が増し，本格的
な活動が確認できるのは縄文時代晩期末葉になってからである。しかし，縄文晩期の遺構は確
認できていない。晩期の遺物はすべて弥生時代前期もしくは中期の遺物と混在しており，弥生
前期または中期の段階で縄文晩期の遺構が削平を受けたものと推定される。弥生時代前期の段
階では，調査区周辺の地形は起伏がはげしく，微高地と低湿地が入り組んでいたと思われる。
微高地上面の高さは標高2．4～2．7mで，水田の可能性のある層の上面の高さは1．9mを測り，
A地点での観察によれば，それ以下は沼状を呈していたらしい。微高地上では，サヌカイト製
の石鍛や剥片が広く散布しており，周辺で石器の製作がおこなわれていたと考えられる。
　古墳時代から古代にかけての遺物は，A地点で若干認められたが，量的には少ない。この段
階では，まだ全域にわたって安定した水田が形成されるには至っていなかったものと考えられ
る。中世になると，土器の量が増加する。B地点で検出された柵状遺構は中世のものと思われ，
また，この段階では弥生時代にみられた地形の起伏がほとんどなくなり，周辺一帯で比較的安
定した水田経営がおこなわれていたものと推定される。明治初期の耕作面の標高は2．6～3．Om
である。
　本調査区周辺では，弥生時代前期の段階で小河川や沼に囲まれた狭小な微高地上を利用した
活動が活発化するが，居住地としての条件は津島遺跡などに比べ劣っていたようである。しか
し，縄文時代晩期の土器や石器などの資料は津島遺跡より豊富であり，今後の周辺の調査で，
縄文時代晩期のまとまった遺構・遺物が検出されることも予想されよう。
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附 編
l　BHl3区第IX・X層土壌の花粉分析結果について
　BHl3区第IX・X層土壌の花粉分析は岡山理科大学教授三好教夫氏が担当した。以下に，そ
の分析結果を要約する。
　分析・測定は，第眠層No．1地点（灰色粘土）と第X層No。2地点（黒色粘土）の試料についてお
こなったが，両方とも化石花粉・胞子の構成は比較的類似している。木本類ではアカガシ亜属
を中心とする照葉樹林花粉が卓越しており，二次林的要素を示すマツ属・コナラ亜属花粉も比
較的顕著である。草本類ではイネ科，カヤツリグサ科，ヨモギ属花粉が優占している。シダ類
胞子ではウラボシ科，イノモトソウ科などが多い。イネ科花粉については両試料とも栽培型が
草本類全体の40％を越えており，本遺跡周辺では第IX・X層堆積当時かなり集約度の高い稲作
がおこなわれていた可能性が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　栄）
2　BH13区第IX・X層土壌のプラント・オパール分析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大分短期大学講師佐々木　章
（1）　はじめに
　埋没水田土壌には，イネ葉身中の機動細胞珪酸体が多量に含まれている。このように土壌中
に残った植物珪酸体をプラント・オパールと呼ぶ。プラント・オパールは分解をうけにくいの
で，土壌中に含まれる量から埋没した植物体量を推定することができる。プラント・オパール
は何分小さく採土層や位置の決定，さらに採土方法に細心の注意が必要なため，発掘現場に出
かけて自ら採土する事を原則にしている。今回，発掘が終了してから，今後の発掘計画の参考
にするため採取してあった土壌試料の分析を依頼された。従ってこの結果は将来の発掘時にキ
チンとした分析をおこなうまでの予備的な資料と考えたい。
（2）分析結果・考察
　土壌中のプラント・オパール量を植物体量に換算して第56図に示した（面積10a，深さlc搬
当り）。
　No　1地点の第双層（灰色粘土層），　No　4地点の第眠層（灰色粘土層）と第X層（黒色粘土層）
には比較的多量のイネ機動細胞プラント・オパールが含まれる。しかし，より上層の試料が欠
如しているため，何らかの理由で上層のプラント・オパールが混入した可能性を否定できない。
さらに，採土時の混入も否定できない。これらの点から，水田土層であった可能性は認められ
るが，水田土層であったと結論することはできない。
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第3表　BHl3区出土土器観察表（1）
番号 区 遺構・w　位
器　　種
i部位） 形　態　　・　手　法　の　特　徴 色　　　　　　調 胎　　　　土 焼　成 備　考
1 4 SK1甕 内外面ナデ　ロ唇部刻目　頸部箆描沈線Q条 淡黄灰色 細礫・粗砂多量 普通
2 ク 〃 青磁椀 内外面明灰色紬 素地灰色 精良 良 木原系
3 〃 〃 染付椀 染付灰青色　内外面淡青白色粕 素地灰白色 微砂微量 〃 伊万里系
4 〃 SK2揺鉢 口縁部外面凹線2条　内面揺目2条残 暗茶褐色～褐灰色 微砂少量 〃 備前焼
5 6 SD1深鉢 内外面横ナデ　突帯上刻目 淡褐色 細礫・粗砂多量 普通
6 〃 ク 〃 内外面横ナデ　突帯上刻目 赤褐色～灰褐色 細礫・粗砂中量 〃
7 8 ク 壼 明茶褐色 細砂少量 良
市
8 7 〃 ク 肩部箆描沈線3条 黄褐色 細礫・粗砂多量 やや不良
9 8 〃 ク 淡黄灰色 細礫中量 普通
10 〃 〃 甕 内外面ナデ　頸部箆描沈線2条　上方細ｾ線 明灰白色 細礫・粗砂多量 〃
11 7 〃 ク 外面ナデ　頸部箆描沈線3条 淡赤褐色 粗砂多量 〃
12 8 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目　頸部箆描沈線R条 淡黄灰色 細礫少量 良
13 〃 〃 〃 内面ナデ胴部上位箆描沈線2条 褐色 〃 〃
14 7 〃 底部 内外面・底部ナデ 黄褐色 細砂少量 〃 甕
15 6 〃 〃 内面・底面ナデ　外面押圧後ナデ 褐色 細礫中量 〃 〃
16 8 〃 ク 外面・底面ナデ 暗灰褐色 細礫多量 普通 〃
17 5 〃 〃 内外面・底面ナデ 黄褐色 〃 良 深鉢？
18 8 〃 〃 外面ナデ底部未調整 （内）灰黒色㈲暗黄灰色 細礫中量 不良 壼
19 ク 〃 〃 内外面・底面ナデ 淡灰白色 細礫少量 普通 深鉢？
20 〃 〃 ク （内）暗灰色囲淡灰白色 細礫多量 〃 壼
21 〃 〃 〃 内外面・底面ナデ （内廣灰色㈲黄褐色 細砂多量 良 〃
22 6 〃 〃 内外面ナデ 黄灰色 ク 〃 〃
23 7 〃 〃 明赤褐色 細礫多量 〃 〃
24 〃 〃 〃 内面・底面ナデ　外面押圧後ナデ 灰褐色 粗砂・細砂多量 ク 〃
25 8 SD2壼 内外面ナデ　肩部箆描沈線2条 明茶褐色 細砂少量 〃
26 〃 〃 ク 内面ナデ肩部箆描沈線5条 灰茶褐色 細礫中量 普通
27 〃 〃 甕 胴部箆描沈線3条 （内）明褐色㈱暗褐色 細礫少量 〃
28 〃 〃 ク 茶褐色 細砂少量 〃
29 〃 〃 〃 箆描沈線2条 淡黄灰色 細砂多量 〃
30 〃 〃 壼 内面ナデ　外面ミガキ痕跡 淡赤～黄褐色 細礫多量 不良
31 7～8 ク 〃 内面ナデ　外面ミガキ　頸部箆描沈線2 淡赤褐色 粗砂少量 良
32 〃 〃 鉢 内面・外面胴部ナデ　外面口縁部押圧後iデ　ロ縁下位に瘤状突起1 暗灰褐色 細砂少量 〃
33 3 SD3深鉢 突帯上刻目 淡黄白色～明赤褐色 細砂中量 普通
34 4 ク 壼 内面ナデ　外面ミガキ　ロ唇部箆描沈線P条 明赤褐色 粗砂少量 良
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第3表　BH13区出土土器観察表（2）
番号 区 遺構・w　位
器　　種
i部位） 形　態　　・　手　法　の　特　徴 色　　　　　　調 胎　　　　土 焼　成 備　考
35 3 SD3甕 口唇部刻目　頸部箆描沈線1条 淡黄白色 粗砂中量 普通
36 〃 〃 壼 頸部削り出し突帯　突帯上箆描沈線1条 赤褐色 〃 〃
37 2 〃 甕 内外面ナデ　頸部箆描沈線3条 明赤褐色 細砂中量 〃
38 〃 ク 〃 内面ナデ　肩部箆描沈線3条 淡茶褐色 細礫少量 良
39 4 SX1壼 頸部削り出しによる段 （内）黄灰色㈱淡赤褐色 粗砂多量 普通
40 3 〃 〃 内外面ナデ 淡黄褐色 細礫多量 良
41 4 ク 底部 底部ナデ　外面押圧後ナデ （内）黒灰色㈱明赤褐色 粗砂多量 普通 甕
42 ク 〃 〃 外面ナデ 淡黄灰色 細礫・粗砂多量 不良 壼
43 ク 〃 〃 〃 粗砂多量 良 〃
44 3 w 深鉢？ 胴部突帯の可能性 灰黒色 細礫多量 やや不良
45 4 〃 壼 明赤褐色 細礫・粗砂多量 普通
46 ク 〃 〃 内外面ナデ　頸部箆描沈線1条 （内）黄褐色（夕D淡赤褐色 細礫多量 〃
47 3 w 〃 内面ナデ外面ミガキ 明褐色 粗砂中量 良
48 〃 w 〃 頸部箆描沈線2条 明黄褐色 細砂多量 普通
49 〃 〃 〃 肩部箆描沈線2条　下位同3条重弧文 黄褐色 細礫多量 〃
50 2 w ク 内外面ナデ　頸部貼付け突帯　突帯下箆`沈線1条 明灰白色 細礫中量 〃
51 3 〃 甕 内外面ナデ　ロ唇部刻目　頸部箆描沈線P条 〃 細砂少量 良
52 〃 〃 〃 内面ナデ　外面箆描沈線6条 淡褐色 〃 〃
53 8 w 底部 内面ナデ　外面縦ハケ　底面ハケ （内）淡灰褐色（州灰黒色 〃 〃 甕
54 4 珊 深鉢 内外面ナデ　突帯上刻目 茶褐色 細砂中量 普通
55 2 〃 壼 横位箆描沈線間列点刺突　上位箆描斜沈?Q条 淡黄褐色 細砂少量 〃
56 1 〃 〃 内外面ナデ　肩部箆描沈線3条 （内）淡褐色㈱赤褐色 〃 良
57 6 〃 〃 内面ナデ　外面ミガキ　肩部箆描沈線2 （内）赤褐色㈲暗灰黒色 細砂中量 〃
58 3 〃 甕 口唇部面取 明赤褐色 細砂多量 〃
59 〃 〃 〃 内面ナデ　頸部櫛描沈線6条 （内）灰褐色㈱赤褐色 細砂少量 やや良
60 〃 〃 〃 内面ナデ　頸部箆描沈線2条 赤褐色 細砂中量 〃
61 4 〃 〃 内外面ナデ　箆描沈線6条 （内）灰褐色㈱暗灰色 細砂少量 普通
62 2 〃 〃 内外面ナデ　頸部箆描沈線2条 （内）暗赤褐色囲暗灰色 細砂中量 ク
63 6 〃 鉢 内面上部ナデ　下部工具痕 暗灰褐色 細砂少量 良
64 4 〃 甕 内外面ナデ　頸部箆描沈線3条 明赤褐色 細砂中量 〃
65 1 ク 壼 内外面ナデ　ロ縁部に穿孔 明赤～明灰白色 細礫少量 〃
66 4 〃 底部 内面ナデ外面縦位ミガキ 褐色 微砂中量 〃 甕
67 2 〃 ク 外面ナデ 〃 粗砂多量 ク 〃
68 7 〃 〃 内外面ナデ （内）黄灰色㈲黒灰色 〃 〃 〃
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第3表　BH13区出土土器観察表（3）
番号 区 遺構・w　位
器　　種
i部位） 形　態　　・　手　法　の　特　徴 色　　　　　調 胎　　　　土 焼　成 備　考
69 4 w 底部 外面ナデ （内）褐色㈱赤褐色 細礫多量 良 壼
70 〃 鴨 〃 外面押圧後ナデ 淡黄灰色 細礫・粗砂少量 〃 〃
71 2 欄 〃 内面押圧後ナデ　外面ナデ 〃 細礫中量 普通 〃
72 2～3 x 壼 黒灰色 粗砂多量 〃 縄文晩期
73 8 ク 〃 赤褐色 粗砂中量 ク
74 1 〃 〃 内外面ナデ　頸部削り出しによる段 黄褐色 細砂少量 良
75 4 〃 〃 内外面ミガキ　頸部箆描沈線3条 黄灰色 細礫・粗砂多量 不良
76 2 〃 〃 内外面ナデ　頸部削り出しによる段 （内）褐色（州茶褐色 〃 普通
77 11 α 〃 内面横ナデ　外面ミガキ　頸部箆描沈線P条 淡灰褐色 細礫多量 良
78 8 x 〃 内外面横ナデ 明赤褐色 細礫中量 〃
79 1 〃 甕 内外面ナデ　ロ唇部刻目 （内）茶褐色㈲黒褐色 粗砂中量 ク
80 9 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目　頸部箆描沈線Q条　沈線間列点刺突 淡黄灰色 細礫微量 〃
81 5 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目 暗褐色 粗砂・細砂多量 ク
82 3 〃 ク 内外面ナデ　ロ唇部刻目　頸部箆描沈線Q条 （内）淡褐色㈲暗褐色 粗砂多量 不良
83 2 〃 〃 頸部箆描沈線2条 （内暗灰赤色㈲灰褐色 粗砂・細砂多量 普通
84 1 〃 〃 内面ナデ　外面押圧後ナデ 淡褐色 細礫少量 〃
85 5 〃 底部 尖底気味の丸底 （内）灰褐色（夕9赤褐色 細礫・粗砂多量 やや不良 深鉢
86 1 〃 ク 外面縦位のナデ （内）明褐色㈱明赤褐色 〃 普通 甕
87 2 ク 〃 内面ナデ外面縦位のナデ （内廣灰色㈱淡赤褐色 細砂多量 〃 〃
88 3 〃 〃 外面・底面ナデ　底部焼成後穿孔 （内）白色㈱明赤褐色 細礫・粗砂多量 ク 〃
89 2 〃 〃 外面ナデ 明褐色 粗砂多量 〃 〃
90 10 〃 〃 外面押圧後ナデ　底面ナデ （内）灰色㈱褐色 細礫多量 良 壼
91 2 〃 〃 内面ナデ W淡灰色㈱淡赤褐色 細礫・粗砂多量 普通 ク
92 〃 〃 内面押圧　外面横位のミガキ （内）淡灰色㈲赤褐色 〃 良 〃
93 4 〃 〃 外面ナデ 黄灰赤色 〃 不良 〃
94 2 〃 〃 外面押圧後ナデ （内）黒灰色㈲暗赤褐色 細礫多量 良 ク
95 4 〃 深鉢 内外面ミガキ　3条の沈線による曲線文 （内）灰褐色囲黄褐色 細砂中量 不良 縄文中期
96 1 〃 〃 内面横ナデ　ロ唇部面取り　突帯上刻目ﾋ帯下斜行箆描沈線4条 （内）赤褐色㈲淡赤褐色 細礫多量 〃
97 11 〃 〃 突帯上刻目　突帯下箆描沈線3条 淡黄褐色 細砂多量 〃
98 12 〃 〃 波状口縁　突帯上方から押え　突帯上刻ﾚ　突帯下山形沈線文 茶褐色 粗砂多量 普通
99 9 ク 〃 内外面ナデ　ロ唇部面取り後刻目　突帯纃叙ﾚ 灰褐色 細砂多量 ク
100 4 〃 〃 外面ナデ突帯上刻目 茶褐色 細礫多量 不良
101 11 α 〃 内外面横ナデ　突帯上刻目 淡灰褐色 細礫中量 良
102 8 x 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目　突帯上刻目 淡黄褐色 細砂多量 普通
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第3表　BH13区出土土・器観察表（4）
番号 区 遺構・w　位
器　　種
i部位） 形　態　　・　手　法　の　特　徴 色　　　　　　調 胎　　　　土 焼　成 備　考
103 4 x 深鉢 外面横ナデ　突帯上刻目 淡黄褐色 細礫中量 不良
104 〃 〃 〃 内外面横ナデ　突帯上刻目 〃 細砂少量 〃
105 〃 〃 〃 内外面ナデ　突帯上刻目なし 〃 粗砂中量 良
106 10 〃 〃 内外面ナデ　胴部箆描沈線1条 灰褐色 細砂多量 普通
107 4 〃 浅鉢 口縁部内面沈線1条 淡赤褐色 細礫多量 ク
108 9 〃 〃 口縁部内面沈線2条 暗灰褐色 細礫・粗砂多量 不良
1093～7 〃 壼 内面ナデ　ロ唇部・外面ミガキ （内）灰黒色㈲黒色 細砂多量 普通 縄文晩期
UO 11 〃 〃 内外面ナデ　肩部削り出しによる段 淡黄褐色 細礫中量 良
1U 12 α 〃 内外面ナデ　肩部削り出しによる段 〃 〃 〃
112 8 x 〃 内外面ナデ　頸部削り出し突帯1条　突ﾑ下側箆描沈線1条 ク 細砂少量 ク
113 7 〃 〃 内面ナデ　肩部削り出し突帯1条　突帯ｼ側箆描沈線各1条 黄褐色 細礫・粗砂多量 〃
U4 12 〃 〃 内外面ナデ　頸部削り出し突帯1条　突ﾑ上箆描沈線1条 （内）灰褐色倒淡黄褐色 細礫少量 〃
U5 4 〃 〃 内面ナデ　外面ミガキ　頸部貼付け突帯P条　突帯上刻目 （内）暗灰褐色（州灰白色 細砂少量 普通
U6 ク 〃 ク 頸部貼付け突帯の可能性 淡赤灰色 細礫・粗砂多量 不良
117 10 D（ 〃 頸部箆描沈線2条 黄褐色 細砂中量 良
118 2 x 〃 肩部箆描沈線2条 淡灰赤色 細礫中量 不良
1ユ9 4～8 〃 〃 内面ナデ　外面ミガキ　肩部箆描の有軸ﾘ葉文 淡黄褐色 細礫少量 良
120 3 〃 〃 内外面ナデ　肩部箆描沈線5条 （内）灰黄色㈱明赤褐色 細礫中量 ク
121 〃 〃 〃 内面上位・外面ミガキ　内面下位ナデ?剥墲闖oし　肩部箆描沈線4条 （内）黄褐色㈱灰黒色 粗砂中量 〃
12210～11 猛 〃 内面ナデ　箆描沈線肩部5条・胴部2条 （内）灰黒色（州淡黄褐色 細礫・粗砂多量 〃
123 9 ク 〃 肩部箆描沈線5条 淡茶褐色 粗砂多量 普通
124 3 x 甕 内面ナデ　外面胴部ハケ後ミガキ　頸部墲闖oし突帯1条　口縁部ナデ （内）淡黄褐色㈲黒茶色 〃 良
125 ク ク ク 頸部箆描沈線2条　沈線間列点刺突 （内）暗褐色㈱明赤色 〃 〃 胴部籾痕
126 4 〃 ク 頸部箆描沈線2条　沈線間列点刺突 （内）暗褐色㈲淡褐色 細礫少量 不良
127 〃 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目　頸部箆描沈線Q条 淡黄褐色 細礫・粗砂多量 普通
128 3 〃 壼　　　鶏 内外面ナデ　頸部箆描沈線2条 〃 粗砂・細砂多量 不良
129 4 〃 甕 頸部箆描沈線3条 淡赤灰色 細礫・粗砂中量 〃
130 〃 〃 〃 内外面ナデ　頸部箆描沈線3条 （内）暗灰色㈱淡赤灰色 細礫・粗砂多量 良
131 3 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目　頸部箆描沈線S条 暗褐色 細礫・粗砂中量 〃
132 1 ク ク 内外面ナデ　頸部箆描沈線2条 （内）灰褐色㈱淡黄褐色 細礫少量 〃
133 2 〃 〃 内外面ナデ　胴部上半箆描沈線3条 明茶褐色 粗砂・細砂中量 普通
134 4 ク 蓋 内面押圧・外面押圧後ナデ （内）淡褐色（州暗褐色 細砂中量 良
135 〃 ク 手捏ねy　器 内外面押圧後ナデ 黄褐色 細礫中量 〃
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第羅衰　A地点出土土器観察表（1）
番号 区 遺構・w　位
器　　種
i部位） 形　態　　・　手　法　の　特　徴 色　　　　　　調 胎　　　　土 焼　成 備　考
ヱ36 8 w 甕 内面ナデ　外面格子叩き 灰色 細礫少量 良 亀山焼
137 〃 ク 土鍋 内面横ナデ　外面押圧後ナデ 黒褐色 細砂中量 ク
ヱ38 5 青磁椀 内面ロクロナデ　底部外面回転箆削り燒ﾊ灰緑色紬　底部外面無紬 素地灰色 微砂少量 〃 産地不明
13914～15 w 小皿 内外面ロクロナデ　底部箆切り後ナデ 赤褐色 細砂少量 〃 土師質
140 10 V 高台付椀 外面横ナデ 黄白色 細礫・粗砂少量 ク 〃
141 〃 w 〃 ク 細砂少量 〃 〃
142 〃 〃 青磁椀 内外面ロクロナデ　内面櫛描文　内外面D緑色紬 素地灰色 精良 〃 同安窯系
143 〃 V 杯身 内外面ロクロナデ 青灰色 細砂少量 〃 須恵器
1447～8 w 杯蓋 内外面ロクロナデ　肩部沈線1条 〃 細砂微量 ク 〃
145 14 V 杯身 内外面ロクロナデ 〃 ク ク 〃
146 〃 〃 杯蓋 内外面ロクロナデ　肩部強い稜 （内）淡紫灰色㈱緑灰色 〃 〃 〃
147 9 w 壼 明赤褐色 細砂多量 やや不良
148 10 〃 底部 内外面ナデ　側面と底面とを貫通する穿E1 褐色 細砂少量 良
1499～10 珊 甕 内面上部ナデ　下部ミガキ　外面頸部横iデ　沈線の痕跡　胴部縦ハケ 淡褐茶色 微砂中量 〃
150 〃 〃 〃 内面ナデ　外面頸部横ナデ　胴部縦ハケ （内）明黄褐色㈱灰褐色 微砂多量 やや良
151 10 X 底部 内面・底面ナデ　外面縦位のミガキ （内）黒色㈱黒褐色 粗砂少量 良 甕
152 〃 〃 鉢 内外面ミガキ　頸部下位沈線1条 黒褐色 細礫・粗砂多量 〃
1539～10 珊 底部 （内）灰褐色㈱黄燈色 細砂少量 普通 深鉢？
154 9 〃 〃 内面押圧後ナデ　外面ナデ　底面未調整 褐色 細礫・粗砂中量 良 〃
155 10 〃 〃 内面・底面ナデ 灰褐色 細砂少量 〃 〃
156 9 w 深鉢 外面ナデ　ロ唇部刻目　突帯上刻目 （内）黒褐色㈱淡黄褐色 細砂多量 〃
1579～10 側 〃 内外面ナデ　突帯上刻目　突帯下斜行箆`沈線2条 淡褐色 粗砂中量 ク、
158 10 〃 ク 波状口縁　口唇部刻目　内面山形箆描沈?R条　外面突帯状刻目 茶褐色 粗砂多量 ク
159 ク 〃 〃 内面ナデ　突帯上刻目　突帯下斜行箆描ｾ線3条 暗茶色 細砂多量 〃 頸部籾痕
160 〃 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目　突帯上刻目ﾋ帯下箆描沈線2条 茶褐色 細砂中量 〃
1619～10 〃 〃 内外面ナデ　突帯上刻目 黒褐色 細礫・粗砂中量 普通
162 〃 〃 ク 内外面ナデ　突帯上刻目 （内）黄褐色㈲黒褐色 〃 良
163 〃 〃 〃 内外面ナデ　突帯上刻目 褐色 細礫・粗砂多量 〃
164 10 〃 〃 内外面ナデ　突帯上刻目 〃 細砂少量 〃
165 9 〃 〃 内外面ナデ　突帯上刻目 黒褐色 細礫中量 やや不良
1669～10 ク ク 内外面ナデ　ロ唇部一部面取り　突帯上叙ﾚ 淡茶褐色 細砂中量 良
167 10 〃 〃 外面ナデ突帯上刻目 淡灰白色 粗砂少量 ク
168 〃 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目　突帯上刻目 暗茶褐色 細砂中量 〃
1699～10 〃 〃 内外面ナデ　突帯上刻目 灰褐色 〃 〃
一78一
第4表　A地点出土土器観察表（2）
番号 区 遺構・w　位
器　　種
i部位） 形　態　　・　手　法　の　特　徴 色　　　　　　調 胎　　　　土 焼　成 備　考
1709～10 珊 深鉢 内外面ナデ　外面山形箆描沈線 暗灰色 細礫少量 良
171 9 〃 ク 内外面ナデ　外面縦位箆描沈線8条　上舶ﾍミガキ状横位沈線1条 （内）淡褐色困明褐色 粗砂・細砂多量 〃
1729～10 〃 〃 外面ナデ　外面縦位箆描沈線7条 （内）淡灰色㈲淡赤灰色 細礫中量 〃
173 10 〃 〃 内外面ナデ　外面山形箆描沈線多条 黄褐色 粗砂中量 〃
1749～10 〃 ク 内外面ナデ　外面縦位箆描沈線7条 （内）淡灰色㈱淡赤灰色 細礫中量 〃
175 〃 〃 不明 外面横位の列点刺突2列 （内）淡黄褐色㈲黒灰色 微砂中量 普通 縄文後
期？
176 〃 〃 鉢 頸部下部横位細沈線1条 黒褐色 粗砂中量 良
177 〃 ク ク 内面ナデ　外面ミガキ　頸部下部横位沈?P条 黒茶色 〃 〃
第5表　B地点出土土器観察表
番号 区 遺構・w　位
器　　種
i部位） 形　態　　・　手　法　の　特　徴 色　　　　　　調 胎　　　　土 焼　成 備　考
178 x 壼
内外面ナデ　肩部上部箆描沈線2条　下部爪形刺突
淡黄灰色 粗砂中量 良
179 田 甕 内面ナデ　外面頸部押圧　下部横ナデ 灰褐色 細砂少量 〃
180 x 壼 内外面ナデ　ロ縁下部横位櫛描沈線　肩萩?`波状文 茶褐色 粗砂中量 ク
181 〃 底部 内面ナデ外面押圧 （内）暗灰褐色㈱赤褐色 細砂多量 〃 甕
182 〃 〃 内面・底面ナデ　外面押圧 淡赤褐色 細礫・粗砂多量 普通 〃
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第6表　C地点出土土器・土製品観察表（1）
番号 区 遺構・w　位
器　　種
i部位） 形　態　　・　手　法　の　特　徴 色　　　　　　調 胎　　　　土 焼　成 備　考
183 5 甕 内面ナデ　外面格子叩き 灰色 細砂少量 良 亀山焼
184 23 眠 壼 内面横ナデ　外面ミガキ 灰白色 細礫少量 ク
1859～12 畷 甕 頸部櫛描沈線4条 淡灰褐色 細礫中量 不良
186 23 α 〃 内面ナデ　外面箆描沈線4条 明赤褐色 細砂少量 ク
187 〃 〃 〃 内面ナデ　外面箆描沈線7条 ク 粗砂少量 良
1889～12 顎 円盤形y製品
甕頸部破片利用　内外面ナデ　外面箆描
ｾ線2条 淡赤褐色 細礫少量 〃
1899～17 欄 深鉢 内面ナデ　突帯上刻目 淡赤灰色 〃 不良
190 〃 〃 不明 内外面ナデ　上端穿孔　穿孔中心に箆描d弧文 黄褐色 細砂少量 普通 縄文後冝H
19ヱ 33 〃 壼 内面ナデ　頸部削り出し突帯　突帯上箆`沈線3条 内灰黄色酬白灰色 細砂多量 良
192 10 〃 ク 内外面ナデ　頸部箆描沈線2条 淡黄灰色 粗砂少量 〃
ヱ93 32 〃 〃 内外面ナデ　肩部箆描沈線4条 黄灰色 細砂多量 〃
194 〃 〃 〃 内面ナデ　外面ミガキ　肩部削り出し突ﾑ　突帯上箆描沈線4条 ク ク ク
195 〃 〃 甕 内外面ナデ　ロ唇部刻目 〃 粗砂少量 不良
196 10 〃 〃 口唇部刻目　頸部箆描沈線2条 赤褐色 細砂少量 〃
1979～17 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目 暗黄褐色 細礫・粗砂中量 良
198 33 〃 〃 内外面ナデ　外面箆描沈線5条 淡黄灰色 細砂少量 ク
1999～17 〃 〃 外面縦ハケ　上部箆描沈線1条 黒灰色 細礫少量 ク
200 10 〃 底部 内面押圧　外面ナデ 暗灰褐色 細礫中量 〃 甕
201 〃 〃 ク 外面・底面ナデ 赤褐色 粗砂少量 〃 〃
202 〃 〃 ク 内外面ナデ 内淡黄灰色㈱灰黄色 細礫中量 〃 壼
203 32 〃 〃 内外面・底面ナデ 淡黄灰色 細砂多量 〃 〃
204 31 x 深鉢 内面ナデ　外面上位ミガキ　外面箆描沈?Q条　沈線間RL縄文充填 内淡灰黒色㈱明褐色 〃 〃 縄文後期
205 ク 〃 〃 内外面ナデ　突帯上刻目 淡灰褐色 粗砂少量 〃
206 31 〃 鉢 内面ナデ外面ミガキ 暗黒灰色 細砂少量 〃 縄文晩期
207 32 IX 壼 内面ナデ　肩部横位箆描沈線1条　横位ｾ線下多条山形箆描沈線 内暗黒灰色酬赤褐色 細砂多量 不良
208 33 x 〃 頸部箆描沈線2条 黄褐色 〃 良
209 31 〃 〃 内外面ナデ　肩部箆描沈線3条 淡黄灰色 細砂少量 〃
2109～10 〃 〃 内面ナデ　外面ミガキ　肩部箆描沈線4 淡赤褐色 細礫少量 〃
条
211 10 〃 甕 内外面ナデ　頸部箆描沈線4条 赤褐色 細砂中量 〃
212 31 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目　頸部箆描沈線R条 黒褐色 細砂少量 〃
213 〃 〃 〃 内面ナデ　頸部箆描沈線2条 内淡赤灰色㈱黄灰色 粗砂中量 〃
2149～11 〃 〃 頸部箆描沈線2条 赤褐色 〃 不良
215 31 〃 〃 内外面ナデ　頸部箆描沈線4条 黄褐色 粗砂・細砂多量 ク
216 〃 〃 〃 内外面ナデ　頸部箆描沈線2条 明赤灰色 細砂少量 良
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第6表　C地点出土土器・土製品観察表（2）
番号 区 遺構・w　位
器　　種
i部位） 形　態　　・　手　法　の　特　徴 色　　　　　　調 胎　　　　土 焼　成 備　考
217 31 x 壼 口縁部内面ミガキ　外面ナデ　ロ縁部肥 淡赤褐色 細砂少量 良
218 33 α ク 口縁部内面ミガキ・外面ナデ　頸部内面iデ・外面ミガキ 黄褐色 細砂多量 〃
219 31 x 〃 口縁部上端内面ミガキ・外面ナデ　ロ唇買~ガキ　ロ縁部内面ナデ・外面ミガキ 暗黄灰色 〃 〃
220 32 〃 〃 内外面ナデ　頸部箆描沈線1条 暗黄褐色 細礫・粗砂中量 〃
221 31 x 壼 内外面ナデ 淡黄灰色 細砂多量 〃
222］4～17 IX 甕 頸部箆描沈線2条 内淡赤色酬明榿色 細礫・粗砂多量 ク
223 33 x 底部 外面・底面ナデ 褐灰色 粗砂多量 〃 壼
224 31 〃 〃 底面ナデ 黒褐色 〃 不良 甕
2259～11 〃 〃 内面削り　外面押圧後ナデ　底面ナデ齦拍ﾄ成後穿孔 淡黄灰～淡赤灰色 〃 良 ク
226 31 〃 ク 外面・底面ナデ 淡黄灰色 ク 〃 壼
2279～11 〃 〃 外面・底面ナデ 赤褐色 ク 不良 甕
228 31 〃 〃 内面指と工具による押圧　底面ナデ 内暗灰色㈱赤褐色 〃 良 ク
229 2 〃 深鉢 内面ナデ　突帯上刻目 黒灰色 細礫中量 ク
230 ク ク 壼 内面ナデ　外面ミガキ　頸部削り出し突ﾑ　突帯上箆描沈線3条 淡黄灰色 細礫多量 不良
231 〃 〃 ク 内外面ナデ　肩部貼付け突帯1条 内暗黄灰色帥黄灰色 〃 良
232 〃 ク 〃 内外面ミガキ　ロ唇部凹線1条 内淡赤灰色汐横灰色 細礫少量 〃
233 ク 〃 〃 頸部削り出し突帯1条 淡黄灰色 細礫・粗砂多量 〃
234 〃 〃 甕 内外面ナデ　ロ唇部刻目 灰白色 細礫中量 ク
235 〃 〃 〃 内外面ナデ　ロ唇部刻目　頸部箆描沈線Q条 淡黄灰色 粗砂少量 〃
236 3 ク 〃 箆描沈線3条 暗黄褐色 細砂中量 不良
237 2 〃 手捏ねy　器 内外面ナデ 暗茶褐色 細礫中量 良
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第7表　BHl3区出土石器一覧表
番号 区 遺構・層位 器種（分類） 石　　質 長　さmm 幅mm厚　さmm 重　量　9
S1 1～5 SD1磨　　　　石 安　　山　　岩 （101） （94） 58 803．0
S2 7 w 石鎌　（Hb） サヌカイ　ト 21 18 3 1．1
S3 6 ク ク　（懸a） ク 20 12 3 0．5
S4 4 ¶ 〃　（Wa） 〃 24 （15） 4 1．0
S5 3 w～孤 石　　　　　錐 〃 （37） 24 7 4．6
S6 3～4 x 〃 〃 （31） 20 4 1．7
S7 3 珊 〃 〃 27 20 5 L3
S8 4 〃 ク ク 24 22 7 2．3
S9 12 w スクレイパー 〃 46 （63） 7 26．7
S106～7 〃 ク 〃 18 32 5 2．5
SU 4 x 〃 〃 15 33 4 1．5
S12 3 w ク 〃 21 49 8 5．9
S13 4 〃 襖　形　石　器 〃 50 40 17 37．9
Sヱ4 12 双 〃 〃 34 43 11 14．ユ
S15 2 w 〃 ク 21 20 6 2．8
S16 3 〃 〃 〃 16 21 7 2．1
S17 1 珊 〃 〃 27 32 8 5．5
S18 4 x ク 〃 31 31 6 5．9
S19 〃 w 〃 〃 29 35 6 6．3
S20 7～8 職 〃 〃 35 38 9 11．8
S21 2 x ク 〃 40 22 8 8．1
S22 4 〃 〃 〃 32 24 5 3．1
S23 3 珊 〃 ク 40 16 6 2．6
S24 〃 w 〃 〃 36 16 6 2．6
S25 使用痕ある剥片 〃 42 29 7 7．5
S26 1 欄 乳棒状石斧 安　　山　　岩 （85） 53 32 180．0
S27 9 IX 柱状片刃石斧 粘　　板　　岩 （64） 21 24 48．5
S28 2 x 磨　　　　　石 安　　山　　岩 75 （54） 54 369．0
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第⑭表　A地点出土石器一覧表
番号 区 遺構・層位 器種（分類） 石　　質 長　さmm 幅　mm 厚　さmm 重　量　9
S29 9～10 珊 石嫉　ほa） サヌカイ　ト 26 21 5 2．5
S30 13 w ク　（Ic） 〃 19 ユ4 3 0．8
S31 9～10 囎 〃　（Ia） ク （14） 15 4 0．7
S32 10 〃 〃　（麺b） ク 21 16 7 2．0
S33 8 w ク　（皿b） 〃 23 16 5 L3
S34 9 珊 ク　（㎜c） ク 22 （17） 2 0．6
S35 〃 〃 〃　（醗b） ク 18 14 3 0．6
S36 1ユ w 〃　（蟹a） 〃 18 16 3 0．6
S37 10 ㎜ 〃　（ク） 〃 26 17 4 1．1
S38 〃 〃 〃　（ク） 〃 14 13 3 0．5
S39 9～10 〃 〃 ク （ユ0） （14） 2 0．2
S40 〃 〃 〃 〃 （13） （12） 4 0．4
S41 〃 w 〃 〃 10 7 2 0．1
S42 〃 珊 ク 〃 （ユ4） （20） 2 0．7
S43 ク 〃 〃 〃 （18） （20） 3 0．8
S44 〃 w 石　　　　　錐 〃 35 28 2 7．6
S45 10 珊 〃 ク 26 18 6 2．1
S46 9～10 ク 模　形　石　器 〃 29 14 10 3．7
S47 10 w ク 〃 35 11 12 3．5
S48 〃 瓢 〃 ク 33 19 7 3．1
第9表　B地点出土石器一覧表
番号 区 遺構・層位 器種（分類） 石　　質 長　さmm 幅　mm 厚　さmm 重　量　9
S49 x 石嫉噸a） サヌカイ　ト 30 18 6 2．7
S50 〃 〃　（㎜a） 〃 （19） 16 3 0．7
S51 〃 〃　（ク） 〃 （18） 16 4 0．7
S52 X（下面） 〃　（Wb） 〃 （18） 15 3 0．7
S53 x ク ク （13） （8） 3 0．2
S54 〃 ク 〃 15 9 2 O．3
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第紬表　C地点出土石器一覧表
番号 区 遺構・層位 器種（分類） 石　　質 長　さmm 幅　mm 厚　さmm 重　量　9
S55 31 x 石鍛（Ia） サヌカイ　ト （15） 13 3 0．6
S56 1 〃 ク　（亜a） 〃 23 （19） 5 ユ．3
S57 31 〃 ク　偲a） 〃 16 （15） 4 0．5
S58 32 畷 〃　（〃） 〃 15 15 2 0．4
S59 31 ク 〃　（㎜c） ク 14 11 2 0．3
S60 2 x 〃　（皿a） 〃 18 15 3 O．5
S61 〃 〃 ク　（〃） 〃 （15） 16 4 0．6
S62 31 ク ク　（〃） 〃 19 （15） 3 0．4
S63 32 認 〃　（ク） ク 22 16 3 0．9
S64 2 x 〃　（皿c） ク 16 ユ6 2 0．5
S65 31 〃 〃　（IVa） 〃 20 （12） 3 0．4
S66 32 双 石　　　　　錐 〃 （25） 21 7 4．0
S67 31 職 ク ク 30 9 4 0．7
S68 〃 x スクレイパー 〃 30 21 5 3．3
S69 〃 鞭 撰　形　石　器 〃 26 24 7 4．2
S70 〃 x 〃 ク 28 32 7 5．9
S71 〃 〃 ク 〃 38 17 6 2．8
S72 2 〃 〃 〃 56 ユ5 18 10．7
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